



















  A Study on the History of Uighur Manichaeism．
Research on Some Manichaean Materia1s and their Historical Background．
森 安 孝 夫
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            マニ教寺院経営令規文書（ウイグル語）
             所蔵：中国歴史博物館（北京）
ぺ恥幽仰・｝一秒 鶏1
、ψZ炉4二．」伶・・．、一毒
   刈   へ∵㍗  l11ニニ㍗」
    ！    輸劣匁     業11，1出”  ψ｛灼ノ榊、1・‘似’糟舳ぢ幽・      1．刈ふ一・ム。1・こ、一倉」／
    一㍗，必午ノ   域
    他   ψも つρ○㍗州川   一．，．．ノ  ψ．〃       ψ
  、卿ω出帥カ州    ～、  一」，｝．．一一一！
ガ㌶へ榊バ・林㌣
                    ・・   山。ψ’I・二     ㌦4例．、                      側ノ納榊一
   伽舳彩州舳外4，似，州、1
  ノ期抄凶・仰ヘノ                           舳・     …・
     ．灼仰ψゆ｝処・μ〃榊
            榊 織 〃～砂  ・・
   一犯    ψ～一・   。
P1．XXVIII
豚’小1w・｛1、’一 ，一 川いE州  1葦

















 “2ψμ脇匂刈J機 軍・佃期業凶ψμ   ■離
㍗営一｝業も榊仙～榊舳叫例、二．．1 刈構・則～｝杓り州㎏刈舳々μ○仙
伽～舳μ1一
    川










        。業」．・釧≡
      榊・・≡・ψ沙一
     、◆，
       岳十〃㍗伶劣＝・デ苧争ψ今吟∴れψρ」凹牡
4     州
ル・
パ，
  タ。〃池ψ  ”一ψ州1ム喰・似
㈹舳〃ωノ～μん咳」









































































   50＾・一6
””O  ＾O  OO  1三〇仇
凹」目脂⊥ニニ＿＿自






    ’一
   ’．；   “一一1   ～。1
   一’．口〆  一
  ’i  」 一一   ユ  、■
    一一．1
 ／ 貞』一’


































 、、∵ 、 ㌔  ㌔， ㌔・ 、 、 、、 、  ＼
‘一 g、＼、
＼、・．＼＼
 い／、／ l、、 一、、。・ ■   一、い＼＼’・、
     蕃、1 “



















8   、・乙・79





















  o@ 1Q4㎝    41

















































    B der Pfビiler｛St自p乱〕．
U皿tergeoohoOlCde一一日■uptei－lgang・
    D，E kleine Fing直皿ge．
    F Ga皿雪2ur Tr一・11Po．
    GStelledeoeiπ㈹㎜乱uert㎝PM11円
    u日ter dom F『ugko de－ B山1e皿、






































































































目   次































    6
    7
    10
    11
…・・@ 16
    18
  ・…・24
  …・・27
   …30
 トゥルファン出土マニ教寺院経営令規文書
第1節概 観…………・…・’’・・……………・・・………………・ 35
第2節 マニ教寺院経営令規文書：テキストと和訳………      38
第3節 マニ教寺院経営令規文書：語 註…………・…一・……・・   46
語詮索引……………………・…一一………………・・   97
語彙索引…・・…’’．…・．．’’’’…’．．’．…．…’’’’’．…一．．…’’…．…．’．……’．99
第3章 西ウイグル王国におけるマニ教の繁栄と衰退











お わ り ｛こ ・・・・・・・… 175












引用文献目録一… ・・・…@      …・・・・・・・・・・・・…   205
略号表一… ・・…・・・… @…・・     226
案  引 230
地図…… ……………一…… ｪ末折込（2葉）
は じ め に















































































































































   9，9）：上海→ウルムチ→トゥルファン→ハミ→敦煙→蘭州→北京。第三回（1988．4．29～5．21）：上
   海→ウルムチ（ジムサルを含む）→コルラ（焉着地区を含む）→トゥルファン→ウルムチ→北京。は
   じめの二回は単独行，第三回のみ共同研究老として神戸市外国語大学の吉田豊助教授が同行した。
   この調査は三菱財団人文科学研究助成金（昭和61－62年度）によってなされたものであり，本稿は
   その最終報告書の役割も兼ねている。当財団に深く感謝する。
  11）Chavames／Pelliot19ユ1－1913；羽田1912（＝羽田1958，PP・215－234「新出波新教残経に就
   て」）；王国維「摩尼教流行中国者」『観堂別集』巻一所収；陳垣1923；Pesta1ozza1934；矢吹
   1935；田坂ユ940；田坂1964；安部1955；Lieu1979；Lieu，M舳励m4舳；Klimkeitユ982b；
   K1imkeitユ983．

















































            第2節仏教一マニ教二重窟の発見と調査           7















   〃02一〃03．Munchen1905／1906．（以下では肋づ・〃と略称）
  ②〃泌m〃舳桃。ゐeKm∫伽im伽C〃m∫｛∫c乃一rmm8初例・B〃励i肋〃切γc肋。’o紬。ゐe
   ノγろeづiemリ。m 〃0δω5 〃07 あeづκmδα，Qαm5αゐγmm6 伽 6eγ0α5e Tmげ切m． Berlin




   5づ5c乃em五κ力〃棚。m m肌ゐτ〃プαm伽03’一τm7切5切m． Berlin1913．
  ⑤〃eろm〃舳桃。加∫戸棚切m舳e伽M棚a側6m，I－VII．Be工1in1922－1933．（第VI，VII








8          第1軍ベゼクリク千仏洞中のマニ教寺院




























   字であるのは本書の図版であることを示す。
  2）O皿bムeH6ypr1914．PP，44－46＆P1．XLII．勿論「ベゼクリクは元来はマニ教徒の聖地であった」
   と言うのは不正確である。ベゼクリク千仏洞は遅くとも麹氏高昌国時代には開かれ，唐初には「寧
   戎窟寺」と呼ばれていたのである，cf．Haokin1936，P，9；柳洪亮1986，P．58；本章第9節。尚，
   オルデソプルグの報告書の概要を我国に紹介した瀧精一「おるでんぶるぐ氏の新彊探検（上・下）」
    （『国華』332（28－7）・334（28－9），1918，PP・219－229・306－314）のP・308にはこの壁画の写真

























































































































































































Like価e diadem of the God，Ohrmizd，
Like t11e gaエ1and of the God，Zurvan，
Shining to see is my fa七her，the P王。phe七Mani．
Thus，and in tha七way，I p正aise and woエship you．
Like tbe c伽吻mα初一jewe1
Worthy士。 wear on七he ia七。エ。wn of the head，
Oh，you are wo工thy．
Just as you shine with七he holy splendor of the commandments，
So you，among、．．are shining．
Shining to see is my iatheエ，士he Prophet Mani．



















































               フルート   リエ■ ト  〔P1．IX〕にみるようにむしろ横笛と琵琶とすべきである。クリュソヴェーデルの記述，並びにそ
 れと対をなす”一K伽伽，i9．72として発表されたスケッチ〔Fi9，9〕の不正確さは私の写真で









































































































         TEXTS
（abcd）＝damaged Ietters．o正m㏄rtain readings．
（、．．、）＝ visible，but i11egib1e 1etters．
＝abcdl二suggested restorations of missing1etters。










qut w文§ik1ar quvraγi bu証r廿r     rこれは守護霊たちの集まりである。」














“With（？）七he imge of peacock．I，S註vit，have wri七ten．






















43） ドゥルフブソ出土のマニ経典T II D171（Manichaica I，PP．23－30）の本文とは別筆（後代の
 追記）のコロフォン中に“suy yazuq boImaz［mlI’という表現がある。suy／tsuyは漢語「罪」
 からの借用語で，本来のトルコ語であるyazuqと同義であり，両者は類語重複（hendiadys）と






6t雌・1・γ・1…・k・・6     r6tuk奇・Nγ廠k・・6・4〕，
qu土1ur tapmi§qy－a            Qut1uγTapmi§Qy－a45）．
kOy（t）（kδz盆）d同一u tudξu［n1（～）    （彼等を）守護し給え！46）」
 “6tOk奇n Nγo§akan6（and）Qut1ur Tapmi§Qγa，may they be protec士ed！”
銘文④〔部分．右側前列4人の下．cf．P工s．V，VI〕
  （前略）値gint（i）m（中略）      r（前略）私は…・・し奉った。（中略）
 M’／〃：in5：bo1zun：            平安でありますように！4フ）
 mna工S七a］（「）：X工irZa1         私の罪を赦し給え！蝸）」【補註2】
      “      I have humb1y done      May．．．be at peace！























 るのか不明であるが，仏教文献の方に“a§uq t舳γ註dgO bO舳p in6bo1zm－la工”「穀物が豊かに



















































































































62） cf．TTT III，p．200，〃。170＿172＝CI虹k1982，p．174，〃、235＿237；TTT VI、〃．48＿49＝Dτ∫，
 P・471b・＝ED，P．371b：TTTVI，2，117＝羽田1958，P，82，〃．90－g1：羽田1958，P．110、’．373；


















































     ぶと5とかr大聖淋萄枝」という表現さえ見られるフ。）。ヴァルトシュミット／レンツによる『下部
讃』の独訳を知っていたヴィーデソグレンが何の注意もしていないのは不思議であるが，両者












 69）Wide㎎ren1946，Chapter IX：The Tエee of Life（とくにPP．123－124，129，146－147，152－
   157）・イエスやマニが医者にたとえられたことについてはさらに，of．Asmussen1965，p．231．
 70）Wa1dschmid士／Lentz1926，PP．105－111；Tsui1943，PP・180－183；Schmidt－G1intzer1987，
   PP．16－20：矢吹1988，pp．112－114；『大正』巻54，PP．1271－1272．
 71） この点ヤコブレフのスケッチ〔P1・II〕はいい加減であり，クリュソヴェーデルのスケッチ〔Fig．
   3〕の方が正確である。尚，この準半円の直径は47cmである。
 72） cf・Cumont／Kugene正，沢ecゐem加5，PP・96。ユ00－103，111；Chavannes／Pe11iot1913，PP．102－
























The shining sun and the glitteエing fu11moon
shine and glitter fエ。m the tエmk of this tree．
Bエi11ian七birds a■e there sporting happi1y，
Sporting （七here） are doves （and） Peacocks of aIl co1ours．
73）cf・岩本裕『仏教聖典選第七巻 密教経典』東京＆c・1975．PP・26－27，212・
74） ci・o．N．Tuna＆J，E．Bos昌。n，“A M1ongo1ian’Phags－Pa Text and Its Turkish Translation
 in the co11ection of c皿riosities”，J∫FOm63＿3，ユ962，p．14ミ五D，p，19b：J．一P．Roux，“Le











































28         第1軍ベゼクリク千仏洞中のマニ教寺院
              ム㌔字は灰緑色で書かれ，朱か紅で縁取りされている。P1，XII bに示したその銘文は左の仏教壁
の後ろから続いているのであるが，写真で見えている部分は，
   bitidi（m）            「私が書いた。









                       のち能性が高い。ここはかなり小さい石窟であるが，後に造られた仏教窟の壁が完全に崩壊して床
面に散乱している〔P1．XIIIb〕。仏教窟であったことは散乱している壁の断塊に残る壁面を拾
い上げて見れば分るのである。そして古い方の窟の壁は全面が真っ白に塗られ，その上に灰緑





































































































































































































                                     し ぴ  窟，最新編号でも第9窟）の壁面を広くおおう千仏図を，各仏の頭上にある屋根の蟻尾が狼頭形
  〔P1・XIVb〕である点に注目して突豚の狼祖伝説との関係を想像し，突風支配下にあった麹氏高昌





  仏はマニ教一仏教二重慶であった第17窟にも見えているし〔PL X〕，また狼祖伝説ならモンゴルに
  もあるのである。因みに問題の第1窟の千仏の一つの上にはウイグル文字のアルファベット表があ
  る（吉田豊氏発見）。いまPl．XIVaと対応させて記せば，次のようである。




























  る，cf・Le Coq1910，pP・27－28，37。ルコックが「マニ教徒；マニ僧」を指すと考えたuzuntonluγ
  「長衣者」（Le Coq1911，P．288＆n．26やAsmussen1965，PP．218－219でも同じ考えをとる）は
  単に「婦人」の意である，cf．互D．p．288。ルコヅクがマニ教徒の繊悔文と考えたもの（T．II Y．
  59）は，原物を見ていないが，私の考えでは仏教徒の餓悔文であって少しもおかしくはない。ウ














第1節 概   観
 本章で取り上げる「マニ教寺院経営令規文書」とは，初め黄文弼が『吐魯番考古記』（北京
ユ954）に写真を掲載し，次いでツィーメP．Zieme氏がrウイグル王国マニ教寺院経営に関す


























































































  4） これに対してヨーロッバではマニ教そのものの研究が格段に進んでいるので，本文書の訳註を欧
 文で発表することにも大いに意義がある。
5）cf・「初釈」P．498；梅村1990a，PP．28－29・

















                TEXT
（abcd）土文字の一部が残っているのを復元したもの。たいていはその読みは確実であるが，場合
    によっては不確実。
    damaged1ette－s，o工1ユnce正tain readings．
（…・）＝文字の一部が残っているが復元不能につき推定字数を示したもの。
    estimated numbeエ。f visib1e，but inegible letters．
［abcd］＝欠けている文字（テキスト）を推測して補ったもの。
    suggested restorations of missi口g letters．
〃〃／＝欠けている部分の推定字数。
    estimated numbe■of missing letters．
【abod】＝ちぎれた断片を台紙に貼りつけた際の貼り誤り，ないしその恐れのある箇所（正しい位
    置未定）。







            第2節 マニ教寺院経営令規文書：テキストと和訳
001．【X，XWCY－laエkirzOn．X’YX（．）／】／／／／／／【bo1sar yma ilki［d到（k）［i］】
   【  ～  達が入るべし． ・・……・……】一・一…【であれば，また  以 前 の 】
002．【qanikta kiエs査r ya1nguz】／／／／【［man］i＿stan＿taqi yaz1iq】
   【蔵（～）に入る時は  ただ 】・・・… 【  マニ寺にいる    ？ 】
003。 【bir1包kirzむn kigur（．）／／（．。）／（．）】／／／ 【エi1ki］d包ki t6ru6（註）】
   【と共に入るべし・入らせ…・…・・…・・…・…】・・・… 【［以前1の 規定通り 】
004．【［i］（1）ki－d註ki t6r誠a，YX（．）／】 σ／CY mo（乏ak）】 【i1imγa totoq，YX／／】
   【［以前］  の  規定通り………・・…・】 【・……・・  幕閣  】 【財務  都督  ・……’．】
005．【i§1飢zOn】 【ta§（s）vit】 【bars trqan tmir yax§i tutzun】
   【働かせよ】 【Ta昌 S罰vit】 【B帥s T肌qan Tami・がよく保管すべし】
006．【（．）／／（．．。。）T’RM（．．）】【／／／／ZWN・untOrg廿 bo1sar ikig廿】
   【……・……・・・・・………………】 【…・…・・せよ．育成すべきものであるならI二人で】
007．【（。）／（．．）／／／（．）／（．）N sro（§）［ivt1】 【tsangaγikigO bir1包】
   【……・・……・・・…一……… 義脇1】【穀物倉庫を二人で一緒に】
O08。【（．．）】／／／／【／／（．）YN   sa6γu6a・】 【L’R】 【／／／（．．）daqi i（§）ig】
         【 （種を） 掻くのに必要なだけ】 【達】 【…………にある 仕事を】
009．【（t）aγay bars i1i（mγa）】 【．uz（、）／／／】【i1§1包z廿n kidin ba1i［qtaqi］
   【Taγay Bars 財務［都督］】 【 うまく・……・】担当すべし． 西  城  ［にある］
010．i§ig k舵Og qumar bars trqan i§1乞zun・baγ
   仕 事 を Q口m趾 Ba・sタルカソが担当すべし．園林・
01ユ．［borluq］yi同 （su）v qaγtim註zun uz it血rzun δngtun
   ブドウ園・田地が早地であると言うべからず．うまく耕作させよ、 東
012． 【ノ（・）／（… ）／】 【［ba1γbo工1u（q）】 【（・・）／（・）】bolsar taγay bars
   ［城1一…・一… 【園林・ブドウ園】 口1贋調でなく1あればTaγayBars［財務部劇
013、【ノ／／C b6z・’Y／／】／／／／／／／ ［qav］エiγ一qa t乱g（ziin）・kidin
   【…・・・…綿布  ……】が一…・・  刑 に  就くべし ．  西
014．baIiqtaqi i§／／／【入＾】／／／／／／／／／／／／／／qumar b（a）エ（s）
  城にある仕事が   ［順調にいがなければ］    Qum趾 B趾s
015．trqan qiyn＿qa qiz（γ）エut＿qal t証gz置nδngtOnki n（註）
   タルカソが刑 罰 ［に］就くべし．東方の何か
016．yiγγu 士iエgO bar査rs註r i1imγa七〇toq yiγip
   収集すべきものが あ れ ば 財務 都督が集めて
017．【yax§i tutzm】 【qumar】y（i）γγu tirgO bar包rs註r qumar




















          第2章 トゥルファン出土マニ教寺院経営令規文書
／／／／／【／／NCW－SY】／／ノ／／／／／／／／／／WN・aγilq－qa kirgOsin
            tよく  保管］ すべし． 国庫 に 入るぺきものを
【aγi1q－qa】【（．．）γu6i】【（．）CY（、）／／】（．。）／一（q）a kirg廿sin TW（、．）／／／
【 国庫 に】 【・……・・…】 【……・…・……・．・・】………・・・…に入るべき一ものを
kigOrzOn ikigO【（．）／／／／／（、．）】／／／i§1atzOn YWNKL／／／／／
入れさせよ．二人で   ［協力して…］  働かせよ．
bi1＝1包tu士zunδngtun yingaq yir suvむkO§06u（n）
一緒に保管せよ． 東  方 は 田 地が 多い  ので
（・）WC，X（・），XY㍑（a）riγquanpu yiγγu yir suv1ar  itgO  qumar bars
        ・・柴草・地子・官布を集めるべき田地を整えるべきである．QumrBa・s
／／〃／／D〃〃／／／／／〃〃1δlngtOnki kidinki b［aliq／／1【TWTW（．）】 【DWM’N．】
              東 の   西 の ［城1
【yir（．）】【buz－nung】【／（．．），WY】／YN a1tmi§iki（。．、．．）uz註
【地…】【氷 の】     六十（60）の両一……・・で
bδz t註g軸汕p T’K（．。） 【Y’T／／／ノ】k至dgu b6z bi工z［On］
綿布を交換して            はおるべき綿布を与えるように．
ay sayu iki尋n6mn tngri1包rk註s査kiz奇r on§iγ
月毎に両僧団の僧尼たち用に各々80石の
buγday．yiti（§）iγkun6it iki罰γbur6aq・u6




                     両  幹 事 が
【uZ uZaγutqa（・）】／／［ayγl u6i－1a・r liV tu士Zun・mu［n6a］
【職人用に…】［両幹1事が食糧として取るべし．以上のように
1iv   birip tngri1包r a§i suvsu…；i   士証ngsiz    bolsar    iki
食糧を分配して僧尼達の 食物・飲料が平・等にならない（いきわたらない）なら，両
xroxan－larδz a§i azuqi bir1包  barip・so1mi
 呼櫨喚は 自分の携帯食料を持って出かけて行ってIソルミの
mani－stan／／／／ノ／／／／【（’．）畑】 【WYY】（o）1urzun i§ayγu6i－lar qinqa
 マニ寺 ………… 一一・… 一…・・居留すべし．幹事達は刑に
qavriγ＿qa t註gziin 【圧i］§ayγu［6i］】．aγilq＿qa ki1＝u］＝boエ］＝1uq1
禁鋼刑 に就ぐべし．【 幹  事  】 国庫 に 入る ブドウ園や
            第2節 マニ教寺院経営令規文書：テキストと和訳
035．yir仙§i tδrt ming yuz bi§otuz quanpu bunq口］
   田地の地租 四千百二十五 （4，125）の 官布は 基本の
036．t6ru脆sエ。§iv七qanikta kiguエzun manistan＿taqi
   規定通り義務蔵に入れさせよ．マニ寺にある
037．陳1t盆g TWYR（．）／【（I）入（・）】（i）§k（u6）bolsar iki xIoxan1a正i§
   いかなる……………・・・ ・……・・… 業務 であれ，両呼唆喚が幹
038．ayγu6i－1ar（birI乞）／／ノ／［i割1鮒zon・k査dm邑t邑9i「m益n－ni（n9）
    事達 と共に……差配すべし、醐dm苗 硬鶴の（収入の）
039．bi§yuz quanpuda舳g qua．npu kadm包＿k包birz廿n
  五百（500）官布のうち五十（50）官布 は 鵬dm邑に 与えよ．
040．taqi qa1mi§七6rt yリz舳g quanpu註r註nk盆貧spasi
   そして残った 四百五十（450〕 官布は寺男用（および）侍男・
04ユ． 鼻spasanさ一qa qi§qi ton 乞tむk bo1zun・k直p盆z b6zi
   侍女用の冬の衣服・長靴とすべし．綿花製の綿布
042．【工a11tmi§bb同】／／【（．．．．．）／／（、）ノY】鼻spasan6－qa yayqi ton
   【六十（60） 綿布】………・・……・ 正侍男］・侍女用 の 夏の衣服と
043．bolzun．iki尋n6mn tngエi1包r＿ning a勇i boγzi t匡ngsiz］
   すべし．両僧団の僧尼たちの食事が［不平等に1
044．bolmazun ． biエay bir x正。xan biエi§ayγu6i bir1包
   ならないようにせよ．一月間，一人の呼嘘喚が一人の幹事と共に
045． 七u］＝up  yi6anip  a§boγuz uz qi1七urzun・taqi bir
   当直となって監督をし，食事をうまく作らせよ．さらに（次の）一
046． 【a］yda biris（i） 【／／人エノ】 （b）ir i§ayγu6王bir1包turup
   月には もう一人の 呼噴喚が］一人の 幹  事  と共に当直となって
047，yi6anip a§boγuz uz qnturzun・qayu ayqi a§bo工γuz］
   監督をし 食事をうまく 作らせよ． どの 月の 食事 が
048． aγduq bo1sa工・o1ayqi x】＝oxan i勇ayγu6王bir1説
   悪くても，その月の呼嘘喚は幹事と共に
049． qavriγ＿qa t包gziin．iki x1＝oxan＿Iar i§ayγu6i＿1ar
    刑 に就くべし．両 呼盧喚 は幹事達と
050．birla 七uエup yar（s）m（n）6iγ～a§6i＿1aエγδtm肱6i＿1批ig qavira
  共に当直となって，  忌むべき（1） 料理人達とパン職人達 を  監視し
05工、 七urzunIar・t1＝igri1ar （x）工。］a．nta o1ursal＝iki x1＝oxan〔一Iar1
    続けよ， 僧尼たちが 聖卓 に 就く時は 両 呼嘘喚  は
41
42        第2章 トゥルファン出土マニ教寺院経営令規文書
052．adaqin turup a§γsuvsu§uγ’YWRX’NY ZM’§TYK－k批註g1i1
    足で  立って食物と飲み物を IYWRXINY ZMI§TYKに至るまで
053． t廿z七重giirup・anta kin6z1邑ri xoanta．olurzun
   平等に 配り、  その後で自分らが 聖卓に 就 け．
054．mani－stan七a n註協g i§k舵bo1up tngエi mo孝ak－k包
    マニ寺で  何か 用件ができて，  聖  幕閣に
055． 6t廿gk包kirエsa工1 ／／／／ （i）1kid包ki t6エu6包xroxan－1ar i§
   奏上に 入る時は，……  以前の 規定通り，呼嘘喚たちは幹
056．ayγu6i－sz kirm註z衙n・i§ayγu6i－1ar ym註x工。xanトsz］
   事を伴わずして入るべからず．幹  事 たち も 呼嘘喚を伴わずして
057．kirmaz衙n・xroxan－lar i§ayγu6i－laエbir1包turup
   入るべからず．呼嘘喚たちは幹事たちと一緒に立ったままで
058． 6tdnzdn－1証エ．qamγaraqi 尋spasi乱r査n0γlan－sz
   奏上すべし．全体の間にいる侍男は男 童のいない
059．tngri1虹 n銚乞 ’’／／／ノ／［Sl’R  angaru tapinzun・anta
   僧尼たちがどれほど …一・・であろうとも彼等に  仕えよ． その
060．kin qalm掩qamγ araqi oγ1an’YWRX’NY ZM’§TYKq（a）
   後で残った 全体の間にいる児童（について〕は．YWRX’NY ZM’§TYKに
061． tapinγu6i  blgd1Ok qi1ip xoanta uz tapinturzun【bu bi七igin】
   仕える老という 日印を付けて 聖卓で うまく奉仕させよ． 【この文書で以。て（？）】
062．註r註n七ngエi1虹qhqin tngri1虹mani－stan－ta a§ansar
   男性 僧侶たち  女性 尼僧たちが  マニ寺  で食事する時や
063．qanta nwydmak乱baエrsar1ikir批kOp6廿k ta§suv k1uエiip
                           い＾ し五十   どこかへ およばれに行く時は 各2 瓶の 石清水を持参して
064．buz suvi qi1ip tngri－1独ポYWRX’NY ZM’誉TYK－k包t註gi
   氷 水を 作り， 僧尼たちに ＾YWRXINY ZMI菖TYKに至るまで
065．tO洲t盆g高エztn・S’CN’NKW tngエi1ar nwydmak包barsar ismi§
   平等に配れ．・………・・・・・…僧尼たちがおよばれに行く時は精製した
066．minin6ngi yiγtu正zun．n舵ad包qa1iu qi1γu bolsar
   麺粉を 別に 集めさせよ．いつでも …を 作る必要がある時は
067．muni iz乞qi1zm（b）u ismi§min＿k包tngfi mo重ak
   これで以って 作れ・ この精製した麺粉に対して聖  幕閣や
068．鼻vtadan yaqmazun・qaliu qi1γu bo1sar tngri mo享ak yrli（γ）エsz1
   沸多誕は干渉すべからず．～を作らねばならなくなれば聖幕閣の御命令［なしで］
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069． xroxan1ar iミ；ayγu6i－1ar bir1包turup qi1±u工zun・iki
   呼膚喚たちが幹事 たち と共に立ち合って作らせるぺし。両
070．曼n6mn士ng工i職工一ning iki T’Y’TSY suvsu§inga mo孝ak
   僧団の  僧尼たち の 2   P   飲 料 に 幕閣や
071．亀v七adan yaqmazun・tngri mo孝ak－k註鼻vtadanqa kim
   沸多誕は 干渉すべからず．聖  慕 闇 や 沸多誕に 誰かが（客として）
072． t包gg註1i  kls註正  6z  suvsu§in birzOn・        ・
   接見しに来たら（その客）自身の 飲料を 献上すべし．
073．bir yi（1）q（i） 1（iv） buγday＿ning s6kti＿si bo1ur．iki y口z
   一年分の食糧たる小麦の フスマは 二百（200）石となる．
074．§iγ・  ・bu iki yuz§iγ s6ktid註  yuz §iγ  s6kti
        この二百（200）石のフスマのうちより百（100）石のフスマは
075．qan（g1）［i］ t（ar）tγu6i ud■a］＝yiziin ． yuz§iγ s6kti  士ng］＝i
     車 を  引  く 牛どもに食わせよ．（残りの〕百（1OO）石のフスマは 聖
076．mo乞ak－ning里vtadan－ning k註v馴一臓ri yiz廿n・bu yμz§iγ
    幕閣  と  梯多誕  の  駿馬ともに食わせよ．この 百（100）石の
077．s6kti yiγmi§tutzun．at1ar＿qa yizgu qaturzun．
   フスマはYiγmi畠が保管せよ．馬ともに食わせるために（エサに）混入せよ．
078． u6oエdudaqi yir＿1直正ig06ki§i＿k査birziin
   三オルドにある土地土地を3人の人に与えよ．（その土地を与えられた者は〕
079．bir k衙n yg正miエ註r qaγun mani＿stan＿qa klむrz呵n
    1 日に 20個ずつのメ日ソを  マニ寺  に持参すべし．
080．otuz qaγun u1uγmani＿stanta birzun・otuz qaγun
   30個のメロンを大マニ寺に 与えよ．30個のメロンを
081．ki6ig mani＿stan＿ta biエz廿n bu qaγunuγyiγmi§ yirip
    小  マニ寺  に与えよ．このメロンを Yiアmi量が集めて
082．k1ur（zun）．K／（．。．．）qi1sar yiγmi§qavriγ＿qa t註gzOn
    持参せよ． ………・・・… すれば Yiγmi昌は 刑  に 就ぐべし．
083．tngri mo孝ak＿k邑bir kuエi bi§ing songun，’（．。）D’
    聖幕閣に1キュリ1葱箪と
084．bi§ing songun・iki鼻n6mn tngri1虹k奇bir tang
    ？   葱董 ，両  僧団の 僧尼たちに  1 クソの
085．songun bir加n．δngtむn kidin n舵註 manistan＿
    葱董を 与えよ． 東   西 どれだけでも マニ寺
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086． 一1ardaqi baγborluq yir suv iki i§ayγu6i（lar）
   に所属する 園林・ブドウ園・田地は両 幹  事  が
087． uz  i七ur廿p・yana qaγyir雌ri n註6包bar註正s奇r
   うまく耕作させ，さらに皐地がどれだけあっても
088．az   tkO§   yaqa＿士a birip yirig kδntur廿p bun
   多少にかかわらず（～）租佃（小作〕にやって 土地を整備させて 基本
089． 七〇§inga t身gdrzOn．t高§kirOr yi工1量rig uz
   収益に 達せしめよ．収益が入る 土地をうまく
090． itul＝Op  tO§in a§zun ．iki i§ayγu6ト1ar
   耕作させて収益を増やすぺし．両幹 事 は
091．itr則司mazOn  ・  itr奇§ip  i§ k舵aγduq qi1sar
   一責任転嫁し合うべからず（…）．責任転嫁し合って（？）業務を 一悪化させれば
092． qiyn＿qa qizγut＿qa t註gzOn．bu yir suv baγ
    刑   罰 に就ぐべし．この田地・園林・
093．bor1uq savinga七ngri mo孝ak尋vtadan x正。xan＿1ar
   ブドウ園の問題に  聖  慕闇・沸多誕・呼櫨喚たちは
094．qati1mazun．i§ayγu練＿！ar biIzOn i§ayγu6i
   干渉すべからず．幹事たちが関知せよ．幹事の
095．taγay bars i1imγa totoq－qa yumu§6i ki6igi qutadmi§
   Taγay Ba祀 財務  都督への  伝令 小姓はQutadmi曇
096．yg註n i§ayγu6i qumar bars trqan＿qa yumu§6（i）
   Yig嵩n，幹事の Qum町B乱・sタルカソヘの 伝令
097．（k）エi］6igi i1k6エmi§ ． bu i§雌rig i§ayγu6i－1a■
   小姓はnKδ・mi§（である）1これらの仕事を幹事たちが
098． uz   qnsal＝δgdi＿k盆a6iγ＿qa  t註gzOn ． aγduq
   うまくやるなら称賛 と 褒美 にあずかるぺし・まずく
099．qi1sar舵 y口z qiyn＿qa t昼gzOn bir虹孝Onkim
   やるなら 三百（叩き）の刑  に就ぐべし．各1  絨錦
100．（．）／YCW（K）Y bir1包qizγut biIzun－1包r．manis七an－taqi
           でもって 罰金を差し出すべし． マニ寺にいる
101．ar註n－1乞エig ymki6or P’§PK birla ba§ta turup
   寺男たちをYimki6or PI菖PK と共に先頭に立って
102． i§1包tz衙n．i§ayγu6i＿Iar kun1ug i§in ayitu turzun
   働かせよ．幹事たちは日々の仕事を査問し続けよ．
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103．bir yi1ygエェm1i qang1i qami§mani－stan－qa kirz廿n
   1年に 20（台の） 車の  葦 を マニ寺  に納入せよ．
104．七aqi qa1mi§ qami§γbor1uq＿1ar sayu O1註zun．
   そして（それ以外の）残余の葦を  ブドウ園  毎に分配せよ．
105．’YWRX’NY ZM’§TYK彗axan qy－a－1ar ig1包s註r kδr高士（u）1tup1
   ’YWRX．NY  ZMI§TYKや誉ax㎜ qy私たちが病気になれば（様子を）看［取して］
106、包m1批g舵i y【iγm］i§bolzun ota6i oqip k1Orup otin
   治療させる者には Yiγ耐昌が なれ・医者を呼んで連れて来て，薬草や
107．盆min i§ayγu6仁1arda  bk  tutup a1ip uz 註m1射z加
   薬剤を幹事たちの所でじゅうぶんに掴み取ってうまく治寮させよ．
108．qayu dintar＿1ar ig1包p yiγmi§ isinm奇s蚕r 舵  y口z
   誰か僧尼たちが病気になってYirmi…が面国みなかったら 三百（叩き）の
109． エqiy1n＿qa t包g［z呵（n） sa（v）＿qa k06gun barzun．
    刑  に就ぐべし． 命令（審判〕には厳レく（亨）行ぐべし．
110．M，NK／W／sangun oγ1ani・裂rs1an to㎎a inisi biエ1包
   MINK／W／  将軍の息子， Arslan T㎝gaの弟 並びに
111，MX～ky＿査。γ1ani．iγa66i bo1mi§・bu tδrt i1ig
   Max（亨）Ky童の息子， 材木屋 Bo1mi昌、 これら4人の王
112．ki§i biエ色r§iγk包p註z idip k1Or加n．yar manistanta
   人は各1石づっの綿花を送って持って来い．ヤールのマニ寺には
113．iki k阯i k卸乞z birzun・a1ti kuri k乞p包z qo6o manis［tan－
   2キュリの綿花を 与えよ． 6キュリの綿花を 高昌の マニ寺
114．一qa kIurzun．  ．mani＿stan＿taqi otung6五＿1ar1a1an
   に 持参せよ ．    マニ寺に所属する 薪採取人たちl L割1an
115．k註d七uγmi§・LYS（、）§abi kδエt1註・bg tu正・bu舵包gii
   K邑dtuγmi§， LYS（．）§abi Kδrt1里，B苗g Tur， この3人は
116．（b）ir kun biエ註r y口k otung kI阯ii正．qut1町tonga qo1mi§
    1 日に 各1 東の 薪を 持参する．QutluT T㎝ga，Qoln・i重
117． bu ikigO iki kOnt包bir yμk otung k1uエ世エ・bu otung6i＿
   この2人は 2 目で 1 東の 薪を 持参する． この薪採取人
118． ＿1ar＿ning otungin kgrup  a1γu6i  yaqsiz～qut1uγ～尋rslan
   たちの 薪を 検ぺ受け取る人はYaq；i・（～）Qut1・γ（～）A・s1an（である〕、
119．dintar－ning a§i yig bo1sar iiう y口z qiynqa t包gztn
    僧尼  の食物が生煮えてあれば三百（叩き）の刑 に 就ぐべし．
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120， manistan sanlγ ota6i－1ar yaq§i aさari inisi・oγli
   マニ寺に所属する 医者たち（である）薬師 阿閣梨Iその弟．その息子
121． bir1包・§ingtai tOyエηn・vapap oγli士az・qaz6i？yaqtsin
   共々， 菖ingtai Toyin． Vapapの恵子丁肋，鵜匠（亨） Yaqtsin
122．toyin．k註diz6i oγul bars．ziγ6η＿1ar mun6a ki§i manistanta
  ToyinIフェルト匠0糾Ba・s， 綱匠（1）たち．以上の人々は マニ寺 で
123． i§1註zin・ota6i－lar tu］＝γaq turzun baHq aエqasinta
   働け．医者たちは常駐せよ．町衆からも
124．toyin aエqasinta yエγan  6upan  yaqmazun ．k直n士
   僧 衆からも 保安官や地方官は（ここに〕接近すべからず．ケントの
125．（i）§i bolsar i§laziin adin i§k註yaqmazun．
   用事であれば遂行すべし．他の用件には干渉すべからず．














   （’．27），aγduq（〃．48，9ユ，98），bo】＝1uq（〃．86，93，104），turγaq（’、123），ba1iq（’、123）一
  尻尾の短い一γ（対格語尾を含む）の例：tsangaγ（’・7）、baγ（”・10，86），tariγ（’・22），
   qavriγ（〃．34，49，82），a§6i－1arγ（’．50），a§γ（J．52），suvsu§uγ（’．52），qamγ（〃．58，




















































 9．kidin ba胸：kidin r後；西」は6ngtin r前；東」と対をなす，cf．石D，PP．704b，178。
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 22b．i t（a）昨：「初釈」は包v turuq「房屋」とするが，ここは文字だけを見ても文脈から
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も10世紀前後のものであるという結論とを加えれば，“itariγquanpu”をr柴草・地子・官
布」と訳すことにもはや疑いはないであろう。但し未発表のトゥルファン出土ウイグル文書













   cf．北原1980，p．427．
  P2704，c：長興五（934）年曹議会疏「官有七疋施入大像細線萱疋充法事」cf．『初稿』II，
   P．79．
  P2992v，III：敦娃大王より甘州ウイグル可汗宛書簡「自綿綾伍疋，安西榛両足，立機細
   練拾別疋，官有陸拾疋」cf・HamiIton1955，p・121，pl・IV；森安1980a，pp．316－317．
  P3234v：浄土寺直歳沙弥大破暦 cf、道端1983，pp．154－155．
  P32361壬申年沙州敦娘郷官有籍 cf・池田1979，pp・615－616；『初稿』I，p・285，
  P3579：薙煕五（988）年神妙郷百姓呉保住牒「（前欠）内科税地子柴草戸手慣又（之？）官布
   不肯輸納又貸末（中火）壼介紅斜視壱段」
  S4504v；般41（r敦煙雑録』129葉）；殿41（『敦煙雑録』130葉）：この3点はいずれも西川
    （トゥルファン）へ使いに行くことになった敦煙の人が，ラクダや絹高を借り受けた際
   の貸借契である。その代価を示す部分に官布が現れる。これらは官布がトゥルファンに





























   『締網之路漢唐織物』（北京1972）N0．61や古代オリエント博物館の展覧カタログ『中国・西域
   シルクロード展』（東京1986），No・57などに見られる。
 31）cf．池田1968，PP．8，43，50；池田1979，P・449．
 32）cf．池田1973，Pp．74，109（n．70）；宮崎1982．PP．50－51；『新修支那省別会誌 第八巻 新彊
   省』（東京1944）、pp．384－387、また言葉の上から見てもk註P註z「綿花」（cf．語註41a）は古ウィ
   グル語の俗文書中に頻出するが，k註ndi工「麻」は俗文書にはほとんどみえない。
 33）官布についてハミルトン説を受けいれたツィーメ氏であるが，その実体についてはこれを綿布と
   すべきか亜麻布とすべきか決断に窮している（of・Zieme1974・p・300；Zieme1976b，p・247；Zieme
   1977，p．147；Zieme1981a，p，249）。しかし私はこれを綿布と考えるのが歴史・言語・地理のいす
   れの方面からみても最も合理的であると信じる。結果的には早くにラドロフが論証ぬきで提出した
   直観的解釈（σSク，pp・120，141）を復活させることになる。
 34）池田1973，P，74．
 35）通貨の役割を果たすb6zとquanpu．etc・のパラレルな表現の例については，cf．森安1989b，
   PP・54－55．一方，西ウイグル王国の隣国カラハン朝出身の学者カーシュガリーが編纂した辞書には
     QAM二DUV q8md凹 A piece of cloth，four cubits －o日g and a spa口 in bfeadth，
     sealed with the se乱1oi the Uigh岨Kh痂，and used in commeエ。ial t正ansactions（ω尻あ
     卿肋舳舳）・When it becomes wom it is patched，then washed and正e・sea1ed；this
     OCC凹rS OnCe eVe】＝y SeVen yea工S・
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’．62の表現より明らかである。ツィーメ氏は“iki an6mn tng正i1乱r”に対して’Zwei Kon－





















































































































































































































































   第一 阿沸胤薩，課云請願首，專加法事。
   第二 呼薩喚，謬示教道首，専知奨勘。
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とあり，音韻的にXrOXanと対応する「呼慮喚」がr教道首」と漢訳されている。またその役
割もr専ら奨勧に（関）和する」とあって，マニ教への改宗や覚醒へのr呼びかけ」に関わるも






















 Reg1er～）’とし，さらに最近のリュウ氏の英訳では‘エegulator of the month（ヲ）’（それに“its


































   経固壁一 齋講堂一 薩餓壁一 教授壁一 病僧堂一
   布置五堂，法衆共居，精修善業，不得州立私室蔵庫。
   毎日齋食，瞭然待施。若無施者，乞弓以充。












79） of．Mir．M1an．、III，p．903；BBB，p．128；Henning apud Tsui Chi1943．p．218；Boyce1977，
 P．56；Utas1985，P．657．





































































                                        かんとうには1石（約60リットル）の種モミの援ける広さの田地をr高昌市場にて通用する，両端に間道























































































































 41b．脆z l r綿布」。cf．Uigurica II，PP．70－71，105：Laufer，王。c．c4i．；Pe11iot，’oc，c仏；
五D，p・389；H・Ecsedy，“Bdz－An Exoticαoth in the Chinese Imperia1Court”，ノ0F
3．1975，pp．145－153；A．R6na－Tas，“B6z in士he A1土aic Wor1d”，ノ0F3．1975，pp．155－
163；Sims－Wi11iams／Hami1土。n1990，p・57・トゥルファンの綿花栽培と綿布生産については
まだ本章の脚註32も参照。

































































             Lや晶て」いない見習い僧（仏教の沙弥に当る者）であると考えたい。cf、語註58b．【補註9】















     中世イラン語  ウイグル語 漢語ラテン語英語
  1．mwz”k’／mwj’k（Sogd。） mo乏ak    幕閣    magister Teacher
  2．’spsg（Pth．，MPe、）         藤波塞  episcopus BishOp
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  3．mhystg（MPe．）    m（a）xistak  黙契悉徳 Presbyter House－master
  4．’rd’w’n（Pth．，MPe．）         阿羅緩  e1ectus  Elect
   δynδ’「（S09d・）    dinda「／dintar電達        Re1igious／Monk

























102）Chavames／Pe11iot1913，P．113：“Dans chaque temple i1y a士rois61us en chef”．Wa－
 1dschmidt／Lentz1933．p．522：“（In）jedem Kloster（a1s）ehrwO正dige H盆up士er（werden）
 eエw乱hlt drei Menschen”．Lieu1981，p．162：“At the head oi each moms士ery the正e shou1d
 be three C〃伽m－c〃m（1it・士。 choose or appoint，i・e・mc物5）”・Schmidt－G1intze正ユ987，p．





























  Sachau 訳105）：
    Some people maintain that he a11owed pederas七y，if a man fe1t inclined，a．nd
   as p工。of of this tbey工e1ate士hat every Manich鴉an used to be a㏄ompanied by
   a yOung，beard1ess and hair1ess servant．
  Browder訳106〕：
104） cf．」Bττ IX，451＝1 （p．127），47】＝5 （p．129），65v5 （p．179），70v20 （p．189），111v13 （p．236）．
105）  Sachau，3〃掘弼5，p．ユ90．
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    It is正e1ated conceming him士hat he permitted the satisfying of1ust on young
   boys if they aroused men．Given in evidence conceming七hat isエthe fact that］
   in七he charge of every one of the Manichaeans is a beard1ess，ba．1d servant who









































































115）Lieu1981，P，171では単純に‘the bOy－pages（oγ工m）who might have be㎝novice monks・
  と言う。
116） 道端1957，PP．29－35．さらに。£竺沙1982，PP．28ユー284．
















 63c．ta蔓sw l ta§は「石」，suvはr水」で共にごく一般的な語。「初釈」p．511ではこの













































  また敦煙出土の10世紀頃のウイグル文書peniot Ouigour3からは一袋の干しブドウ（bi正qap
  qumγ血洲m）が贈り物として手紙に添えて送られたことが分る，cf．池田1979，p，448；M0τH，
  No，29。干しブドウはそのまま食べたり，お菓子の材料にする他，それに水をかけてエキスを抽出
  し，一種のジュースを作ることもできるのである，cf．G・R・Rachmati．“Zur Heilkunde der




























































































































































  兵法，日晩月食，飲水苑輩，而不食乳酪。（r唐史補』in r資治通鑑』巻237，胡三省注，中華書












































前   欠
1．kimi§δtigi／／／（．）KWZ－nu㎎alt五／（・・）ノ
  入った記録簿132）・……・・・・・・・・… の  6
2．（tariγ）kirdi．TW（T．）Y一（n）u（㎎）（o）n Siγ
  主殺が 入った．・……・・・・・…  の   ユ0 石
3．ta工iγk（ir）di・a1土m習aq一工ni］（ng）（b）ir ygrmi
 主殺が 入った． Altmi§aq  の     11
4． §五γbi§kur（i） （．。、．．） tariγki（r）di．yangi
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  5， q］＝i manis（t）an－ning yaqa t（a）riγ一ta qarl一
   旧  マニスタソ  の 小作料たる 主殺 より Qan－
  6． 6isi ii6§iγbi§k高11i tariγbi11ti・
   εi昌iが3石 5 斗の 主殺を傑出した．
  7．工q1umar－ning（・）／（・）／／ygrmi§iγyiti kur（i）
    Qumarの  10＋； 石7斗の
  8．（セ）工ar］（i）γki同（d）［i］（・、）／／aItmi§一aq－ning t6rt
    主殺 が  入った． …・…・・A1tmi昌一aq の  4
  9．同（iγ）ta正iγ（k）ir（d）エil／／YM’DY qutadmi§＿（ni）同（g）
    石の 主殺が  入った． …一…・…… Qutadmi畠  の
  10。 ／／／／（・） §iγ （b）［i］§ 圧kuril （ta）工iγkird工i］ ／／／／／ノ／
     亨 石 5 斗の主殺が入った．
  11．（t）otoq－nung yitm工i§1［§iγ1／〃〃／／／／／／／／／／／／／／／
    Totoqの 70石［… 斗のコ
  12． ta］＝iγkirdi qantur＿n（in）エgl ／／／／Y／／／／／／／／／／／／／／／
   主殺が入った．Q邑ntur133）の
  13．ki（r）d（i）・（y）angiqrηm［an］i（s）［ta］nqηBY／〃／／／／／／／
    入った．   新  旧享  マニスタソ  の～・………………・…
  14．KWY（．）／／／／／／kiエdi・KWMP，NTY PWLTY－taqi
          入った． KWMPINTY PWLTY にある
  15． yir／／／／／／ （u）6 （§）iγ士ariγki】＝di．6ati
   土地…・・・…  3  石の 主殺が入った．こati
  16．／／／／／／／／／／エk］（通r）i t（a）riγbirdi・yana SYNKYZ～
         斗の 主殺を供出した．また  ～
  17・／／〃／／／／／YX＼（・）／／（・）kOri／birdi Q’YM’（・）bir§iγ（bi）同
              斗  供出した．………… 1 石   5
  18．エkむri］／／／／／／／／（．）uturmi§bi§§iγ（t）［ariγ1
    斗  …・…・… …・・・・………… 5石の  主殺
  19． ／／／／／／ノ／／／／／／／／ノ iki§iγbir kO［riユ ／ノ／／／／／／／
           2 石 1  斗
  20． ／／／／／／／／／／／／／／／／／ （u）6……iγiki エk廿ri1 ／／／／／／／




1． ／／／／／／／／／／／／／ 工y］a・ngi一（q）a・qo（6）［ol baS1ap61＝igdOn エki】din ba1iエq］一1ar
           新目に， 高昌を始めとして東 西の 諸城
2．／／〃／／／／／／／／1yalqa－1ar tariγ（竈）庫1／（．）KwT－in bitidimz・sY（・）一（t）［alqi
         諸小作料たる主殺とキビの  ・一………・を我々は書いた．……・…一・にある
3．／／／／／／／／／／／／／／／／Z＿TI．（。．）K’TY＿daqi PYTYXT’P yir yaqasi（bi）／／／／／（．．）
           ・・より，・・…・・・……・にある ……亭・・・… 土地の小作料
4．／／／／／／ノ／／／／／一丁’・buqap6i－taqi yir yaqas五iki§iγbi§ 工kOri］ （t）ariγ
        より・ Buqap6iにある土地の小作料 2 石  5  斗 の 主殺
5、 ／ノ／／／／／／／／／／／／yir－ning yaqasi On§五γtariγ・0（n） §工iγ1 ／／／／／／
          土地 の  小作料 10石の主殺と 1O 石の
6．／／／／〃／／／／／／／＿taqi yir yaqasi sakiz ygrmi§iγtaエi（γ）TYKY（．）／／ノ／ノ
        ・にある土地の小作料   ユ8   石の 主殺
7．／／／／〃（・・・…）（a）1ti ygrmi§iγt工ar1iγ・舵ygrmi§iγ／／〃／／／／／〃／
           1 6 石の主殺と 13  石の…………・…・・…
8． ／／／／／ノ／／／／／／／ 工§i1γtariγ・on§五γOOrδtOk註n／／／／／／／／／／／／／／／／／／
          石の主殺とlO石のキビはOtOk査n－35）…
9、／／／／醐γ廿ur utmi§qo§t卜ta．K，PYX，Y§註1i－tポYK（、）／／KW（、）／／／／〃
     石のキビはUtmi雪 尊長 より，KIPYXIY 闇梨より
10．／／／／／／／／（．．．）§iγtariγ・qav§岨（m）同§NWYDWXξaxan1ar－t（a）．／／／／／
          石の 主殺 ． 集 め た     ～   豊aXanたちより，
11．〃／／／／／／／bir（§）同（γ）bi§k廿ri七ariγ鼻siプ，WK－T，．（t包）piz SW／／／／／／／
        1  石   5 斗の 主殺収益は  ？よ），
12．／〃／／／（、）〃／一丁’・tura suzaq yaqasi yiti ygrmi§iγtariγ／／ノ／／
         より。Tura 村 の小作料  17   石の 主殺 ・一…
13．／／〃／／／／一丁’bayiq TYN’YZWNKd独i’WYNW T，M ya（qasi～．．）／／／／／／／／
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  14．／／／〃〃／／／／／／／y・q・・it6・t§iγ士・正iγbi§§iγ／／／／／／／〃（。）MY§
            小作料  4 石の主殺と5 石
  15．／／／〃〃TY§iγtariγ・iki§iγ舳（r）（・．）TY－T，・yW／／／／／／／／／（．）
        …石の主殺と2石のキビは 一……・・より，……………・・．、．。、．
  16．／／／／／／／Y （§）iγ舳r qonguz一七a・u1uγkδ1－nung S（．）STY／／／／／／／ノ説r
        ；石のキビはQongu・より，大湖の …・………・・・・・・…一・キビ
  17．／／／／／（§iγ）舳r taz－ta・a（1）ti§iγ舳r§abi－ta・／／／／／／／／／／（．）W（．）〃／
       石のキビはTazより， 6 石のキビは§abiより，・……・・……・・・……・・…・・・・…
  18、／／／／／y同yaqasi iki§i（γ）（O）Or迅1p oγu1－ta・XWNKDSYR－ta（qi）yir
       土地の 小作料 2 石の キビはAlp Oγu1より， XWNKDSYR にある 土地
  19、〃／／／（・・）XW SYNKTWNK－ta・ノ’’C’PYR－t1aqi1yir yaqasi（b）ir§iγ舳r
           SYNKTWNKより， ・・・・・・・・・・・・… にある 土地の小作料  1 石のキビ
  19I（20’）．         qa yong1aγ＿in KYT（．．．．）
                 使用  ～
  20．〃／／／〃／／［m］a同（i）stan＿taqi yir yaqasi toquz…i（γ）（a）lti kOri tariγ
           マニスタソにある 土地の小作料  9  石   6  斗の 主殺
  21．／／／／〃〃〃（O）u（r）［y］aqa－lar－in kirmi§一in kδ汕p kigii［r】（註）qilγu o1・
          キビ   諸小作料  を入ったのを 見て  持ち込ま せるぺきである．
  22．〃／ノ／／／〃／（高）6§iγ阯r qantur oγu1－inta・X’NTWQ－nu㎎（・・）／／／
          3 石のキビはQanturの息子より， XINTWQ  の
  23．／／／／／／／ノ／／（・） buγday bo1土i ・ yuz y（it）i o士uz§iγbi】＝kiiri・
           小麦は（合計で）なったl 1 2 7 石1斗．
  24． ／ノ／／／ ［oo1＝1 （t）0quz On u6 §iエγ］ エt］（6）r［t】 k0エi、





























































































70）には“〃／一qa’YT－YN－qa kim qayu b奇g b乞g批qati1mazun／／／／／／／〃WYZ－YNKA
qatqan－siz ki§i qo§一inga qa削mazun”とある。
 95a・i1im7a totoq：周知の如くtotOqくChin・都督。これに対するサイナー（シノール）氏
の反論には賛成できない，cf D S1nor，“The Turk1c T1t1e〃卿Rehab111tated”，m




























































































































































































































  さく  作功一「トゥルファンのソグド人」（平成元年度大阪大学文学部卒業論文）。
150）cf・那波1938（1974）．PP．305－312；那波1941，PP，107－111．
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yg包n，yig色n                  ・95－96
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                    語
  阿闇梨
120       ota6i－1aT yaq§i
  褒美，賞与
 98     uz qiIsaエ6gdi＿k証
  足，脚
 52       iki x］＝oxa．n工一1a1＝］
  他の
125     （i）§i bo1sar i§lazOn
  悪㌧’；悪く
 48   qayu ayq五a§boエγuz］
 91        i打包…ip i§k世6
 98 δgdi＿k註aさ五γ＿qa士差gzむn
  国庫




118         otungin kgIiip
107            bk tutup
  六
113  iki kuエi k註paz biエzun
  六十
24         ／YN
42
  マニイ曽団
26          ay sayu iki
43   yayqi ton boIzun iki
70         qi1turzun iki
84      bi§ing songun iki
  彼（彼等）に，へ
59       ”／／／〃［S］’R
  それより，それから
53          七uz t包g廿riip
59       a工1ga工u 士ap五nzun
  間，中間
58   δt廿nz廿nJ盆r qamγ































































123    士urγaq turzun ba1iq
124       arqasinta tOyin
  獅子，ライオン；（人名）
110        sangun oγlani
118      yaqsiz～qut1uγ～
  侍女
41        身r査nk査塾spasi
42
  侍男
40       quanpu乞r乱nk乱
58      ’qamγa工aqi
  食物，食料
45        tu工up yiさanip
47        tur皿p yi6anip
47            qayu ayqi
52         adaqin turup
31      1iv birip tngI－i1包］＝
32     iki xroxan＿1ar6z
43 iki尋n6mn tngri1包r－nin9
119           dintar＿ning
  増やす，増大させる




50       yar（s）【i］（n）6iγ～
  馬












  suvsu§i皿ga mo孝ak
       tngri mo狙k
  tngri mo髪ak－ning
    tngri mo季ak－k包
   k包dgu b6z bi1＝z［On］
t工angsiz］bolmazun bir
 uz qi1turzun taqi bir



























































          48       aγduq bo1sar o1
ayγu6i   （i§  ）幹事
          34          1il§
          44      bir xroxan bir i§
          46              （b）i1＝i§
          48     o1ayqi x工0xan i§
          94            bi1zむn iミ；
          96   qutadmi§y騨n i§
          29           iki i§
          30          ／／
          33          （0）1urzun i§
          38       iki xroxan1ar i§
          49      iki xroxan＿1ar i§
          56       kirm註zun i勇
          57        x工。xan－Iar i§
          69          xroxan1ar i§
          86         yir s口v iki i§
          90          a§zun iki i§
          94      qati1mazun i§
          97         bu iミ；1包rig i菖
         102             i§1査士z高n i§
         107      0t五n査min i§
          56          xroxan－1ar i§
ayit一    言わせる，査問する
          102           kiin1ug i§in
aZ     少ない；少し
          88        n身6至bar 乞1＝s乞r
aZuq    携帯食料，旅行用食料
          32  iki xroxanJar6z a§i
乞Iig     五十
          39     bi§yuz qlユanpuda
          40  taqi qa1mi§tδrt y鶯z
乞m     薬
          107      oqip k1世rOP otin
包m胤一   治療させる
          106         kδr世 士（u）圧tup1
          ユ07      bk tutup a1ip uz
乞ト     ～である
           16   n（註）yiγγu tiエg血bar











































































87   qaγyir1趾i n身6包bar
  男性；男衆；寺男
58   qamγa正aqi鼻spasi
62
40   tδrt y口z 奇Iig quanpu
101     manistan－taqi
  長靴，ブーツ
 41  蔓spasan6－qa qi§qi ton
  囲いのある庭園，果樹園
10     bars trqan i§1盆z世n
12
86    manistaト1ardaqi
92          bu yir suv
  城市，市城，町
123        turγaq turzun
23      エδ】ngtOnki kidinki
  9        【i】§1包z亡n kidin
 14         t註g（z廿n）kidin
   ある，存在する
 16       n（乱）yiγγu tirg壮
 17         y（i）γγu tirg廿
 87      qaγyirI包ri n註6包
  行く，出かけて行く
 32     dz a§i azuqi bir屹
63    qanta nwydmak査
65   tngri1奇r nwydmak包
109       sa（v）一qa k宣6gun
虎；（人名）
 5
 9             （t）aγay
10   i§ig k雌09qumar
12         bo1sar taγay
14    〃〃／〃ノノqumar
22 yir suv1ar itgO qumar
95       i§ayγu6i taγay
96    i§ayγu6i qumar
122          k註dizさi oγu1
  頭に，先頭に




































































      LYS（、）§abi k6rt1包  bg
知る，関知する

















    t工註ngsizl bo1mazun
     bolmazun bir ay
    bir ay biエxrOxan
     uZq砒ur・untaqi
        biris（i）／／／／／／
    6z suvsu§in birzOn
     06ki§i＿k註biエziin
       tng工i mo孝ak－k奇
  iki尋n6mn tngriI包rk註
     i…；in ayitu turZun
            bu舵註gO
    bu ikigu iki kOnt包
廿6y口Z qiyn－qa t註gZOn
      bu t6工t i1ig ki§i
   bu 06乞gii（b）ir kOn




















           mu工n6a］1iV
       az 高ku§yaqa－ta
            k註dg高bδz
     quanpu k註dm査＿蝸
           δZ SuVSu§in
            u6ki≡…i－ka
      u1uγmani－Stanta
     ki6ig mani－stan－ta
       bif tang songun
         iki k高エi k註p註z





























































































          i§ayγu6i
       i§ayγu6i－lar
       i…；ayヨ■u6i－lar
       i§a・yγ“6i－1a工
事Onkim（．）／YCW（K）Y
   ymkiさ。r P’§PK
   裂rS1an tOnga iniSi
yaq§i a6alli iniSi0γli
  五




84       songun”（．．）D’
  文書
61             bu
  しっかりと，固く
107  乞min i§ayγu6ト1arda
   目E口すること
61            tapinγu6i
  喉；胃袋，腹
45      turup yi6anip a§
47     tu工up yi6anip a§
47        qayu ayqi a§




  6   ／／／／ZWN OntOrgO
12










         （i）§k（ii6）
   a§ bo工γuz］ aγduq
n湖d包qa1iuqi1γ・
        qa1iu qi17u
 dinta11－nin8a§i yig
         蝸nt（i）§i
      n至値gi§k雌
buγday＿niI1g s6kti＿si














































tutup alip uz amI邑tz廿n
qi1ip xoanta uz
uZ qi1turZun
uZ qi1tu］＝Zun qayu ayqi
aγduq bo1sar O1a．yqi
土工註ngsizl boImazun




































            yayqi tOn
     昼m1批g砒i y［iγm曄
（人名）
                iγa湖
ブドウ園
                  baγ
                 lbalγ
         aγi1q－qa kirOr
   manistan－la■daqi baγ
        bu yir suv bar
    taqi qalmi§qami§γ
非常布
                 ／／／C
         iki（、 ．．．） 高z盆
                k註dgO
              圧aIltmi§




















   muniuZaqi1・un
        iki yリz…；iγ
    k包val－1包ri yizun
mani－stan一士a birzOn
   qiZγut－qa t註gZOn
  （k）工i］6igi i1kδfmi§
      iγa66i bo1mi§




         s独i・註ron§iγ
       bir yi（1）q（i）1（iv）
基本，もと
         yirig k6ntむrOP
    y口z bi§otuz quanpu
豆
               iki§iγ
氷



































bu t6rt i1ig ki§i
yi同（Su）V qaγtim乱Zun
yir舳§i tδr七ming yuZ



































101      証r益n＿1包rig ymki
  地方官
124  士。yin arqas玉nta yrγan
  マニ教僧尼，マニ僧
108   uz註m1査tz衙n qayu
119   q・tl・γ？裂・・la・
  柴草
22    （．）WC，X（．），XY
  送る
112       bir証r§ir k註p査z
  大工；材木屋（人名）
111   MX～ky一色。γlani
  病気になる
108       qayu dintar－1ar
105       §axan qy＿a＿lar
  二；両
24       ／YN altmi百
26   b6z birz【unl ay sayu
27      yiti（§）iγktn6it
29


















   （i）§k（06）bolsar
  yayqi ton bo1zun
  qaV・iγ一qa鞠・廿n
  （X）［01antaOlurSar
    tumpq砒urZun
亀n6mn tngri1包トning
      s6kti－si bo1ur
     iki y具z 罰γbu
      bi§ing songun
 baγbol＝1uq yill suv
       tii勇in a§Zun
    yar maniSta．nta































   廿ntO工gむbo1sa工  ikig廿








bolmi§bu t6rt i1ig ki§i
yiγmi§iSinm註S虹
kδrii士（u）［tup］am1射gii6i































97    yumu§さ（i）（k）工i】6igi
  財務担当（書記）官
  4
  9          （t）aγay balls
16  yiγγu tirgu bar色エs敬
95   i勇ayγu6i taγa・y bars
  王
111             bu t6rt
  以前の，かつての
  1       boIsar yma
  3
  4
 55    otiigk註kir［s註r1／／／／
   弟
110          蔓工s1an tonga
120          yaq§i a6a1＝i
   吹き分ける；精選する
65   nwydmak註barsar
67 muni Oz包qi1zun（b）u
  心暖まる；親身になる


















   kidin ba1iqtaqi
              iki
         （0）1urZun
        iki xroxari1a1＝
 bir ay bi］＝xroxan bir
   biris（i）／／／／／／（b）ir
       Ol ayqi X正OXan
       iki x1＝oxan－lar
    七6rii6a X】＝OXa．n－1ar
            ki工m乞zOn
           X工0Xan－lar
           X1＝0Xanlar
baγbor1uq yi1＝suv iki









































































 94              bi1zOn
96   ki6igi qu士admi§yg乞n
 97             bu i§1盆ri9
102   ba§ta tump i§1包tzOn
107        otin amin
37
54   mani－stanta n批乞g
 91              itr至§ip
125            k至nt
 8           ／／／（．．）daqi
 10       kidin ba1i【qtaqi］
102              k廿n109
125            adin
97             bu
  働く，仕事をする
 9
10   qumar baエs trqan
123 mun6a ki§i manistanta
ユ25       k至nt （i）§i bolsa1＝
  Caus．ofκ〃一
 5
20          ／／／
 38            （birI註） ／／／／
102P’§PK bir1註ba§ta tu正up
  整える，整備する
22      y五γγu yir suvlar
  責任転嫁し合う（？）
91      it工註同m包ZOn
91      iki i§ayγu6i－1ar
  耕作させる（Caus．of｛圭一）
 87   iki i§ayγ1ユ6i（lar）uz
 90   tu§kiru工 yi工崎rig uz
11     qaγtim査zOn uz
  はおる，着る
25
   フェルト職人
122        yaqtsin tOyin
   （人名）
 38        ／／ノ／工i§］1註tzun














































































 4ユ  qiミ；qi ton註tiik bo1zun
112      i1ig ki§i bir註r§iγ
113             iki kOエi
113              a1ti kむエi
  駿馬
 76         鼻vtadan＿ning
  小さい；小姓，小人
 81           otuz qaγun
95   七〇toq－qa yumu湖
97   t工qan－qa yumu§6（i）
   西；後
  g      1i］§岨Z亡n
 13    工qav］工iγ一qa t包g（ziin）
 85              δngt亡n
 23            エ6］ngtOnki
   Caus．of肋γ一
  3         biエ1証kirz廿n
20   kirgOsin TW（．．）／／／
 36        sro§ivt qanikta
   誰
71  mo孝ak＿ka梨vtadanqa
   後に，後で
 53      tOz t註guriip anta
 60  angaru tapinzun anta
   入る
18     ・γilq－qa
19     （．、）／一（q）a
56          iミ1ayγu6i＿sz
57    ym査xroxanトsz】
2      qanikta
55    mo季ak－k直6地gk奇
34     aγi1q－qa
89             tii§
1     X，XWCY－1ar











































































112          bu七δrt ili9
122         mun6a
 78           yir－1包rig ii6
  来る
72       kim値gga1i
  Caus．of〃＿
63              ta§suv
106          ota6i Oqip
116       bi工査工yuk o士un9
117       bir yuk〇七ung
79  qaγun mani－stan－qa
82      yiγmi§yiγip
112   bir註r§iγk註p査z idip
114  qo6o manis［七an］＿qa
  整理・管理・監督する
88    yaqa＿士a birip yirig
   （人名）
97    （k）1i16igii1
   （人名）
115          LYS（．）…abi
  見る，看る，検視する
105 §axan qy＿a＿1aエig1奇sar
118             0tungin
  力，（1§  ）仕事
37          （i）§
 54             n盆t盆g i§
91     itr奇§ipi§
 10   kidin ba1i［q士aq五1i§ig
  厳しく（P）
109             sa（v）一qa
   日
79             bir
116       bu ii6査gu（b）iエ
102         iミ…ayγu6ト1ar
117          1〕u ikigii iki
   ゴマ，胡麻


































































63        ba【rsa］＝］iki1＝註r
  （重量単位）；斗（容積）
83  tngri mo妻ak＿k盆bir
n3   yar manistan七a iki
113            a1ti
  指小辞（人名要素）
111    inisi bir1査MX？
  （人名）
114           0tung6i－1a］＝
  食糧，食料
28    ／／／／／／／／／／（．）
 30        ／／［ayγ］u6ト1a1＝
31         mu1n6a1
73         bir yi（1）q（i）
   マニ教寺院，マニ寺
120        qiynqa t包gziin
 85     6ngt廿n kidin n包6包
113   a1ti kuri k査p乱z q060
112          yar
122       mun6a ki§i
 36      qanikta kigiirzOn
100      qizγut birzOn＿1包r
33           so1mi
79    yg正mir註r qaγun
103 yg［rm］i qang1i qami§
 54       xOanta．01urzun
 80       0tuz qaγun u1uγ
62   qhqin七㎎ri1包r
 81      〇七uz qaγun ki6ig
  2
114         ＿qa k1iirzOn
  麺，麺粉（むぎこ）
66nwydma蝸baエsar ismi§
67        （b）u ismi§
   千
 35         yir ti§i t6rt
   幕閣（マニ僧第一位）
  4         ／ノCY
67（b）u ismi§min＿ka tngri





















maniStan    Sanlγ0ta6i－1ar
manistan＿1ardaqi baγbor1uq yiエsuv
manisltan1－qa  k1ur洲n
manistanta   iki k阯i k註p肋bi正zun
man Stanta     i§岨Zun
manistan－taqi エn註］t註g TWYR（．）／










































 93   bo］＝1uq savinga tngri
 54    i§kii6 bo1up tngri
71         tngri
83        士ngri
 76    y口z§iγsδkti tngri
   このような；このように
 30           1iv tutzun
122    oγul ba■s ziγ筍～一1ar
   これを
 67     qa1iu qilγu bO1sar
  何
 15            6ngtOnki
  如何なる，どんな
59  ・γ1an一・・t・g・i1包・
 85         6ngtOn kidin
 87      yana qaγyir1註工i
66 mininδngi yiγt町zun
  如何なる，どんな
37     manistaトtaqi
 54          mani＿stanta
  およばれ，御招待
 28            1iv tutzun
 63     －ta a§ansa工qanta
65  S，CN’NKW t㎎正蝸r
  児童，少年；子供
60   qalmi§qamγaraqi




120      yaq§i aさari inisi
121              vapap




 51     tng工i1査r（x）工。1anta
33












































































26      tngri1包rk註s査kizar
  呼ぶ，招喚する
106                0taさi
  宮居，宮殿；（地名）
78             舵
  草；薬：草
106     0土a6i Oqip k1セ1＝OP
  薬師，医者
106      y障γm］鵜bo工zun
ユ20     manistan sanlγ
123   manistanta i§1註zOn
  薪，たきぎ
116    （b）ir kOn bir註r y口k
117     iki kiint証bir yリk
ユ18    bu otung6i－lar－ning
  薪採取人，柴刈
114     mani＿stan＿taqi
117       otung k1通1＝uf bu
  三十
35   tδr七ming yリz bi§
 80           klo】＝z工廿1n
 80              bi1＝zOn
  称賛，賛美，おほめ
 98            uz qiIsa】＝
  易山こ， 占まカ、…こ
66   barsar ismi§minin
  東；前
 11            uz itOl＝z廿n
 21         bir1色tutzun
 85 bir士ang songun birzOn
 15    qiz（γ）［ut－qa1t註gz衙n
23  ／／／／／／D／／／〃／／／／／／〃
   バン職人，バン屋
50     a蜥一1a・γ
  奏上；陵上，請願
55    七ngri mo孝ak－k包
  奏上する；陵上する
 58          bir1包turup

































































32        iki xroxan＿1ar
72   kim tagg釧i k1s査r
53   t衙z t証g通正up anta kin
  乾いた（もの）
11          yi工r1（su）v
87       uz itti工OP yana
  メロン，甜瓜
79    bir kiin ygrmi組r
80           otuz




60     士apinzun anta kin
104   －qakirzun七aqi
  意味不明（食品の一種）
66              n邑6包d昼
68   尋vtadan yaqmazun
  全，総，すべて（の）
 58           δtOnzun＿1包1＝
60    anta kin qaImi§
  葦，アシ
103 bir yil yg圧正m］i qang1i
！04       taqi qalmi§
  蔵（P）
 2
 36               sro§ivt
   どこで，どこへ
63 mani＿stan＿ta a§ansar
  車，車靹
 75        yリz§iγs6kti
！03     bir yi1yg［エm］i
  交わる；干渉する
 94    亀vtadan x工。xanJa．l1
  混ぜる
 77        at1a］＝一qa・yizgu
  監視する
50      6tm級6i－1盆工ig
  禁鋼刑，刑

































































34    i§ayγu6トla工qinqa
49        i§ayγu6i birI直
82      qilsar yiγm五§
   どれ，どの，どれか
47  a§boγuz uz qi1turzun
108          uz 包m1包tzOn
  鵡匠（？）
121       vapap0γ1i taz
  する，為す；作る
 66         na6包d乞qa1iu
68         qaIiu
61     tapinγu6i b1g高1廿k
 64       k1iirOp buz suv五
82    k1ur（zun）K／（、．．．）
91    i§k舵aγduq
 98       i§ayγu6i－1all uz
99        aγduq
67 qi1γu bo1sa正muni uz註
  作らせる
45          a§boγuz uz
 47          a§boγuz uz
 69           b虹I包turup
  ＝qiyn
33         i§ayγu6i－lar
  女1生，処女
 62         奇1＝乞n七ng1＝iI包r
  冬
41          尋spasan6－qa
   肉体刑，刑
15  qumar b（a）r（s）t正qan
92    i§k06aγduq qi1sar
99   aγduq qi1sar u6yリz
109    isinm註s盆r舵yリz
119     yig bolsar 衙6yμz
  罰金，罰物；刑罰
100  （．）／YCW（K）Y bir1色
 15  b（a）r（s）trqan qiyn－qa
92   aγduq qi1sar qiyn－qa
  高昌（地名）













































































   （人名）
116          q旭t1uγtor19a
  粟（Seta工iaita1ica）
28     舵師γ
  官布
22     i七（a）・iγ
35 t6エt ming ypz bi§otuz
39  bi§yリz quanpuda邑1ig
40         tδrt yqz 昼1ig
39       －ni（ng）bi§yuz
  （人名）
10     i§igk誠09
 14         ／／／／／／ノ／／／／／／／
22       yir suvlar itgu
96            i…；ayγu6五
17
17       七irgu bar註11s査r
   （人名）
95     yumu鮒ki6igi
  （人名）
ユ16         otung k1iiエur
118   kgr廿p a1γu6i yaqsiz～
  語註105参照
105              §axan
  掻く，蒔く
 8          ／／（．）YN
  ～に所属する
120        manistan
  将軍（称号；人名）
110      M，NK／W／
  言葉；こと，問題，用件
 93    yi11suv baγbor1uq
ユ09    工qiy］n－qa t査g工z呵（n）
  毎に
26  kadg高b6z birz匝nユay
104   qami§γbor1uq＿lar
  八
26  iki亀n6mn tngrila正k奇
  焉者（地名）






























































83        bir kiiri bi§ing
84       ”（．．）D，bi§ing
85             bir tang
  フスマ（麩），麦かす
74            yμz slr
75        yizOn y口z§iγ
77          bu yμz§iγ
74        bu iki yリz §iγ













（、）／（．．）／／／（、）／（。）N   sro（§）工ivtl
 bunq工i］t6r06包  sro§ivt
11     baγ【borluql yi〔111
21     δngtOn yingaq yi1＝
63     iki］＝包r k世p6並k ta§
86       baγbor1uq yir
92        bu yir
64    ta§suv k1高rOp buz
22     qua・npu yiγγu yir
  飲み物，飲料
31           tng1＝i1査r a§i
72  kim悦gg直1i k1s包rδz
70    ＿ning iki T’Y’TSY
52      adaqin turup aミ…ヨ・
   （人名）
 5             ta§
  沙弥（称号；人名）




 26            s包kiz盆r on
27          yjti
27            iki
28            舵
 74        bo1ur iki yμz
74           bu iki yリz






























































75     ud－lar yiz血n yuz
76        yizOn bu y叫z
112        ilig ki§i bir証r
  （人名）






               bolsar
             i§ayγu6i
（重量単位）
         tngri1盆工k査bir
仕える，奉仕する
61，YWRX，NY卿，§TYKq（a）
59   ”／／／／／工SrR anga工u
  Caus．of物ク伽一
61      qi1ip xoanta uz
  さらに・そして
40     k註dn1包＿k包birzun
45          uz qi1tu工zun
104  mani＿stan＿qa kiエzun
  地子；穀物，主殺
22   （．）WC，X（．），XY i
  引く，牽引する
75       s6kti qa．n（g1）エi］
  石；（人名）
 5
63        ikir註r kOp6uk
  禿；（人名）
121           vapap oγ1i
  至る，達する，就く











    qinqaqaV正iγ一qa
     bi1＝1包qav正iγ一qa
   yiγmi§qaV工iγ一qa
  qiyn－qa qiZγut－qa
    δgdi－k証a6iγ一qa
    06yリZ qiyn－qa







































































38          k註dm盆
  交換する
25     iki（．、．。。） Oz註bδz
  Caus，of続8－
53         ＿k註七奇gエiエtuz
65          ＿k註 t奇gi tiizii
89          bun士O……ing註
 等しくない，不平等に
31    tngri1乱r a§i suvsu§i
43       ＿ning a§i boγzi
  言う
11        yi【r1（su）v qaγ
  集める，収集する
16          n（包）yiγγu
17             y（i）γγu
  鉄；（人名）






















 qa1iu qi1γu bolsa1＝
尋vtadan yaqmazun




  qaVi1＝a tu1＝Zunlar
    舳n0γlan－S・
            置r註n
          qirqin
       S，CN，NKW
ay sayu iki尋n6mn
       iki型n6mn
    buz suvi qi1ip
       iki尋n6mn











































































 41     尋spasan6－qa qi§qi
42    盆spasan6－qa yayqi
   （称号；人名）
110              尋rs1an
116 ・t・・gk咄汕・q・t1・γ
  都督（称号）
4       ilimγ・
16    bar虹sar ilimγa
95     taγay ba工s ilimγa
  ｛曽；仏｛曽
121         bir1包§ingtai
122       qaz6iヲyaqtsin
124       ba1iq aエqasinta
  匹
35       bo【r1uql yiエtO§i
40       taqi qa1mi§
111      iγa66i bo1mi§bu
  法，慣習法，しきたり
 3            エi1kild査ki
  4          回（1）ki＿d五ki
 36       quanpu bunqエη
 55        ／／／／（i）lkid直ki
   タルカソ（称号）
  5            bars
10 i§ig k誠iig qumar bars
15     qumar b（a）r（s）
96 i§ayγu6i qumar bars
  倉，穀物倉
  7
   （人名要素）
115  LYS（。）§abi k6rt1包bg
  立つ，留まる；続ける
45    bir i§ayγu6i bir1包
46   （b）ir i§ayγu6i bir1a
50     iミ；ayγu6i＿la1＝bi1＝1包
 52    xroxanト1ar］adaqin
57     i§ayγuうi＿1ar bi1＝1a
69     i§ayγu6i－Iar bi111包





































































102     k廿nI廿g i§in ayitu  turzun
123  ot・6i－1a・t・・γ・q 士…u・
51  δtm独6i－1包rig qavira 士urzunIar
  常駐している（者）











   i蔓ayγu6i＿larda bk
bars trqan士mir yax§i
              yaX§i
  YWNKL〃／〃bir1盆
     ／／／／／／／ノ／／（、） 1iV
      工ayγ1u6i－Iar1iv
        s6kti yiγmi§
   果実；成果；収益；地租
 89  bun tu§ing包t益gO工zOn
 35          boエr1uql yir
 90            uz iturOP
 89    yi］＝ig kδnturOp bun
   等しい；平等に
53   ZM’§TYK＿kat邑gエi1
   等しくする
65   ZM’§TYK＿k註t包gi
   牛
75 qan（91）団t（a・）tγ・6i
   大きし・
80    ot・・qaγun
  巧みに，うまく；匠
  9
 11 yi工］＝］（su）v qaγtim包zun
30
 45             a§boアuz
 47            a§boγuz
 61   b1gu1uk qi1ip xoanta
 87      iki i§ayγu6i（1a1＝）
 89     士廿…1ki】＝01＝yir1包rig
98 bu i§I昼rig i§ayγu6i－1ar
107        bk tutup a1ip
   匠，職人







































ki1＝高r yi工1色］＝ig uz it世工OP










qilturzun taqi bir 工alyda
qi1turZun qayu ayqi
tapin士urzun
















27        ikiミ；ir buエ6aq
78       yizg丘qaturzun
78           yir－1包rig
 99         aγduq qi1sar
108    yiγmi§isinm蚤s射
119   －ning a§i yig bo1sar
  三人で
115   §abi kδrt1盆bg tur bu
   ～のため1こ
21         yir suv OkO§
   多し’；多く
 21  δng七un yingaq yir suv
 88     n盆6証 bar註rs註r az
  分配する
104       bOr1uq－laエsayu
   Caus，of礎m一‘to rise’
  6       〃〃ZWN
   ～の上に；～によって
24    a1tmi§iki（．．。。。）
67   qilγu bols航muni
   （人名）
121        §ingtai toy［iln
   （マニ教の）聖卓
51      tngfi崎r
 53       anta kinδπ1包エi
 61        b1gii1Ok qi1ip
   呼瞳喚（マニ教の役僧）














   mo孝ak y工1i（γ）工sz］
   t査ngsiz bo1sar iki
qaW｛γ一qat鞠洲niki
（x）［o］anta o1ursar iki
    （i）lkid包ki t6f世6色












































































 2         qanikta kirs査r
   さらに，また，再
87            uz itu］＝OP
  近づく；干渉する
68  tngエi mo免k尋vtadan
71     mo享ak鼻vtadan
124         yrγan6upan
125           adin i勇k乱
  小作料；小作，租佃
 88n註6包bar 色エs註r az ukO菖
   （人名）
118          kgl＝iip a1γu6i
  薬師（人名）
120        sanlγota6i－1a工
   （人名）
121      qaz6iP
   ヤール（交河城）
112    k包p盆z idip k1OエzOn
   忌むべき
 50  ayγu6i＿1ar bi］＝はtuIup
   良い，好い；よく
  5     bars七rqan七mir
17
   夏
 42          尋spasan6－qa
  意味不明
  2    圧man卜stan一七aqi
   甥；（人名要素）
 96       ki6igi qutadmi§
   二十
103             bir yiI
 79             bir kOn
   監督する
 45   i§ayγu6i bir1盆士uエup
 47   i§ayγu6i bi］＝1a七urup
   集める，収集する
 16         6ngtunki n（註）
 17
 22       i七（a）riγquanpu




























































81   bu qaγunuγyiγmi§
   （人名）
77     bu y鶯z§iγs6kti
8ユ          bu qaγunuγ
82     K／（、．、．）qi1sar
106     七（u）【tup1 盆正n1査tg高6i
108   qayu dinta】＝＿1a】＝ig1包p
  Caus・of y署γ一
66    ismi§minin6ngi
                   年，歳
103            bir
73            bir
  方向，方角
 21              6ngtun
  食べる，食う
75  t（・・）tγu6i・d－la・
 76      ＿ning k麸v邑1＿1註ri
   生の，生煮えの
119       dintar－ning a§i
   土地，田畑，田地
11   b・バb。工1uq1
 21       δngtOn yingaq
 22        q”anpu yiγγu
24












       baγbo工1uq
               bu
     yaqa－ta birip
uz itOrOP yana qaγ
         仙§ki■七工




              atlar－qa
また，～も；～は
                bolsar
          i§ayγu6ト1ar
語註101参照














































舳菖i七6rt ming y口z bi§

















124       tOyin a】＝qasinta
  詔，御命令
68   bolsar tngエi mo享ak
  伝令，使い走り
95     i1imγa totoq－qa
96 qumar bars t工qan－qa
  荷，積荷；積荷の束
116        （b）ir kiin bir註r
117         iki kOnt註bir
  百
35     yi正tii§i t6rt11ユing
39             bi§
40    taqi qa1mi§t6rt
          73 ＿ning sδkti＿si bo1ur iki
          74          bu iki
          74              s6ktid註
          75         ud＿1aτyiziin
          76    k盆v査1＿1註1＝i yizOn bu
          99       aγduq qi1sar 世6
         108  yiγmi§isinm註s批舵
         119      a§i yig bolsa］＝u6
Ziγ舳    綱匠（P）
         122     k註diz6i oγul ba1＝s
洲nkim    絨錦
          99  qiyn－qa t註gzOn bi1＝ar
，YWRX，NY52     asγsuvsusuγ
          60   qamγaエaqi oγ1an
          64            tngエi＿1包rka
         105         sayu 棚査z高n
DWM’N   23
LYS・   115        k盆dtuγmi§
M’NK／W／110    k06gOn barzun
MX～   111    tonga inisi bir1奇
P，§PK   101        ymki6or
S，こN，NKW65    tuzd雌9廿工z廿n


































































X，XWCY   l
YWNKL／／／／／20    ／／／i§胤zOn
ZM§TYK 52 suvsu§uジYWRX，NY
       60araqi oγlan，YWRX，NY
       64      ，YWRX，NY
       105sayu脆zOn，YWRX，NY
X，XWCY－1ar  kirz廿n
YWNKL／／／／／  bir1包士utzun
多M’§TYK＿k枇註g団 亡廿z t註g｛エ廿p a．nta．kin
ZM’§TYKq（・） t・pi・γ・6iblg世10kqi1ip
ZM，§TYK＿k註   t註gi士Ozi t註giirz亡n




























































































































































































































































 1．y／〃γ一1（γ）ki§i u舳n a（yaγ）一qa t査gim1ig－ning
       の人のために 尊  者  の
 2． yigdi勇一i   pintso tutung（一qa）・ligui tutung－qa tu七uz一
   異父兄弟たるピソツォ 都統  （と）リグイ 都統 に  委任
 3．一up・ayaγ一qa t乞gim1ig一値basa・nlurut－1uq
   して、尊 者より後，ムルトルク
4． aryadan－iγ・1igui tutung・9uitso勇i1avanti・Pintso
  阿蘭若 を リグイ都統 ， グイッォ 律師  ，ピソッォ
5．tutung bir1註舵註g血ig註I包ziin titimz ・ bu s6z枕．
  都統 あわせて3人が 主宰せよ と我等は言った。 この命令の通り，
6．ayaγ一qa t包gim1ig－t査song・ligui tutung ba§in
   尊者より後，リグイ都統を頭とする
7．u植g道・muエut＿1uq aryadanイa悦p沌m註din turup．
 三人が  ムルトルク 阿蘭着  から移動することなく留まって（常住して），
8．yay qi勇bk6an o1urup・niyam ku§alapk§qi1ip・bizk盆
 夏も冬も安居（～）して，冥想と善行を行ない，我等に
9． buyan birip o1u］＝zun．bu aエyadan＿qa sanHγ
  福徳を与えて居住せよ。この阿蘭若  に 属する
10．yi卜ing註・bo］＝1uq＿inga．・§azin ayγuさi il b査g註d」註エi．
  田地と ブドウ園に対し．沙津アイグチや郷村のベグたちを
11．ba§Iap kim kim qati1mazun・bu舵quvraγoq
  はじめ 誰  も   干渉するな。この三つの僧団こそが
12．包エksinzOn．ayaγ＿qa tagim1ig＿ning．lin＿in．piryan＿
  管轄せよ。尊 者 の 独房（トカラ語）















  干渉するな 。リグイ 都統に対し 僧団からも 俗人集団からも
15．n査gu m4i§k舵siqi§註mg独t乞gOrm互din asirayu
   何らの税も夫役も 課すことなく世話をし
r漢字朱印」
 （公印）











































 区別も乱れている。文書分類番号の一致からも内容からも容易に推測されるように，T III M205



























43，a1＝yadan－ta・turγu6i §昼1i－1包1＝一k邑 ba1iq  arqa－sintin
   阿蘭若 に  常住せる シェリたちに対し，都城の衆からも
44．勇azin－tin quv工aγ一tin・basiγt盆§ig tむtOn・qoyni  tudun
   僧    衆 からも  b舶iT，t査§ig．舳廿n（戸税亨）の羊，t廿t苗nの
45．uti ba§1ap・qayu yma i§k舵t註g阯m盆din・bor1uq
  牛をはじめ 如何なる税も課すことなく，そのブドウ園
46．一inga・6g註n k包sg此i一工包r・suv6i kirm包din・asγu廿z
   に  渠を 掘る人 や水師は入ることなく．ブドウ欄の（享）
47．一um i…iγtirgOk ym包a1mazun anin bu tuta
  綱や支柱（に対する税～）も 取るな。それゆえにこの 保
48．turγu bitig yr1γ birt山u y工1qdmz・



















































  ’UYTUR llWlIr The name of a principa1ity（ω吻yα）composed of ive cities，
which Du－1Qamayn built when he made peaoe wi七h the king of the Turks，I
w・・t・ldbyNi担m・d－Di・1・・独1T・r互・T・gi・，・。・。fMψ・mm・d6・qi・T・・q・
Kh肋，on士he authority of his fa七her，who said：When⊇u－1Qamayn arrived in
the vicinity of the pエincipality of Uighur，the Kh5q互n of the Turks sent toward
him four士housand men．Tbe wings of their caps were1ike the wings of fa1cons，
and they cou1d shoot backward and forward equa11y、
               （中  略）
  This principality consists of ive cities whose people are the strongest of the
in丘dels and the best shooters．They are：SULMY slllmi which⊇u－I Qamayn
bui1t；士hen：QリvJUv q破。；十hen：JANBALIQ janbaliq；then：BエY§BALIQ









腕きb81iq二then：YANKY B全LYQ ya珂i b81iq．24）
 カーシュガリーはその著『トルコ語総覧』に当時の世界地図を付載しているので，次にその
関連部分を模式化してみる25）。
      タラス O  ○  ○  ○
シャーシュ    O O
       ベ        ラ       サ   バ        グ   ル
サ       ン  ス
マ          ○   ハ
ル      ○        ソ




 O         O
  ○
○ビシュバリク
           ○ジャンバリタ
     ○
         ウイグル国
             ○ ○
           ○
O   O   （）
           ○高昌
ウッチ   クチャ     ○ソルミ O   O  O
  ハルマン      O


















































































































   佛寺五十除厘，皆唐朝所賜額，寺中有大藏経・唐韻・玉篇・経晋等，居民春月多遊，豪
  聚遂樂於其間。（中略）。後有摩尼寺渡期借各持兵法，佛経所謂外道者也。
                  （『輝塵録』前録，巻4，宋代史料筆記叢刊，中華書局，p・37）
   佛寺五十除厘，皆唐朝所賜額，寺中有大蔵経・唐韻・玉篇・経晋等，居民春月歩薬聚逮
  榮於其問。（中略）。復有摩尼寺渡期借各持兵法，佛経所謂外道者也39）。











































































































































































































67） Henning 1936，pp，16＿18；Sundermann 1984，pp．300＿304．
68）ヘニングはこのM112vの書体を「真に厭うべきウイグル草書体」と言い，これをモンゴル時代
148       第3章西ウイグル王国におけるマニ教の繁栄と衰退
 M112v
  1． ／／／／／／／／／／／／／／／（・・）γδngd匝1n－k（i）／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／
               東   の
  2． ／／／／／ノ／／ 工b註］diz1ig qisγa 工6n］9［d］O（n）／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／
        飾りのある短い  東
  3．／〃／〃／／〃／／／ノmunta－ta ulati・aγir／／／／／／／ノ／／／／／／／（・）u1a（ti）／／／／／／
             そのあと 、重い ………・・・・・……・… など（をはじめ）…
  4．／／／／／／／／／／／／1dg uz qo6o＿ta yoq TYK／／／／／／／／／／／／S（…）＿ig idti［r］／／／／
            匠が高昌にはいない …………・・・・・・・・……・・・・…  を 作らせ………
  5．／／／／／／〃／／包mi§・iki yuz乞1ig TWY／／〃／／／／／／／／／／LWP．an6an／／／／
         であった。二百五十・・…・・…・・・・・…………・……・・…  ヲ
  6－ul（γ）ur－inta・kidin，DWNY t6z1高g TS〃／／／／／／／N aγu yign包K／／／／／
     時に，西（後亨） ～ 根をもつ一・・…・・・・・・・・・・・・・… ～ 針
  7・／／／／／nom1uγ尋r七uq bk qatiγk［irtgun】（6）kgng血1（6）［ritip］／／／／／〃／
      教えをもち，さらに 堅 固 な   信 仰   心 を ［起こして］…・……
  8，ta§qo§tr k査d oru1qo§tr ba§1ap PY（．．）KW i1包dgOsin，WK（．．．．．）T（…）
    Ta百等長，K巨d0γuI尊長 をはじめ， 一…・・ 共同体の良いものを…・・・・・・………
  9， t6エ七〇n6i1bi1g包tngri i1ig uγrinta qap baエs yi1－in k1ip din七ar bolup
    4番目のI1BHg盆天王の時に＝甲寅年に来てマニ僧になって
  10。誠un t盆g§並rs註エ・ang ki6igi mn PWD，N VY，N k包d oγul§axan qy－a
    世界が変わる（生まれ変わる）ならば（と思い～），最も小さき者だる私PWDINVYINK邑d0γu1§a畑nQy’aが
  11．bu iduq ta§mnistan－iジWP’X qy－a SY－YN k廿舳m yitmi§一6包ky一色itip
    この神聖な外マニ等 を P  ～  ～ 私の力が無くなってしまう程までに復興し（…）
  12．（i）g註1盆yu turur批k包n．kyw’n pγr＿1iγkuu qoyn yi1＿in七6r七世n6餌slan
   支え（ヲ）続けるうちに，土 星のいる癸未年に4番目のA・昌1an
  13． （bi）1g註七ngri i1ig sOng廿1iig qaγan－ning yr1iγinga・tllk盆n士igin
    Bi1g査 天王たるSO口g舳g可汗の 御命令により，丁五rk萱n王子
 14．tngrim－ning註ski i6baliq－ningδng（1On（y）ingaq idmi§雌6nggur－1ur
    殿下 が 旧内城 の 東 方（に）建てた三塔（～）のある
 15．vrxar＿iγk6舶rup．蔓stud vrzint m〇三［a】k uγエin士a mnistan＿iγbuzup
    仏寺 を移転させ， Astud F閉・end慕 闇  の時代に  マニ寺  を破壊して
 16．vrxar itip・亀r－a－taqi i6tinki PYN（．）／〃K QWNKDUV KYRW C，KY mnistan一




17．工一n1ing idigin ym益sδkup alip vrxar－q（a）（o）n仙rむp i1tip ・bu iduq u1uγ
    の  装飾 をも 剣き取って 仏寺 に据え付けようと（亨）運び，この神聖な 大
ユ8．mnis±an－n五㎎u1uγδz包n一触i t6p高LWQTW SW1aγb昼diz yangin alip
  マニ寺  の  大中心部にある上部が ～ 塑像をもつ（…）装飾 模様を取って
19．vエxa卜iγid舳エti・bu6土ig＿k益aγu＿1uγk盆d oγuI artuqraq umaγu
  仏寺 を飾らせた。この書きつけに  言  雌d0γu1は非常に （がまん）できない
20．値g 包mg独 tgip umadin manistan－n五ng yang士n批s批ym註 bitiyin kinki
  ような苦しみが至り，できなくなる前にマニ寺  の  様子を  ば  又 （私は）書こう。後の















   は「マニ寺」，サンスクリット起源（Skt，vih奇「a）のwxarは「仏寺」とはっきり区別されている。
   この点はツノーメ氏が本文書の〃・15－16の新しい読みと共に指摘した，cf・Zieme1980，p・216．
 70） この読みはツノーメ氏の発見である。kyw’nはソグド語「土星；土曜」，pγ正は「惑星」を指す
   ソグド語であり，これにウイグル語の接尾辞．11γ「～を持つ，～のある」が付いている。吉田氏に
   よればpγ工は正しくはpπrであるが，ここではツ4一メ氏の表記のままにしておく。
 71）Pα碗α5棚肋棚肋の計算式は当然インドのシャカ暦による年数を用いているが，これを西暦の
   年数に変えて矢野氏に作っていただいた式は次のようになる。
         abdapa；［3x（AD年数一505）十1］mod7
                 ＊mod7とは7で割った余りを求めるという意味
   この余り1，2，3，4，5，6，0がそれぞれ順に目，月，火，水，木，金，土に対応する。計算の結
   果は，863…余り4巨水；923…余り2＝月；983…余りO＝土；1043…余り5；木；1103…余り3一火；
   1163…余り1白日；1223…余り6＝金となり，60x7‘420年で一周する。従って983年の次の癸未年
   で土星が支配星となるのは1403年で，問題とならない。但し，年頭が違っていればこの計算は狂っ
   てくるが，西ウイグルの暦は中国の暦とほぼ平行しており（cf・Taqi・adeh1943，P・46；Ba・in1974，
   P・310），中国の暦とインドの暦は1ヶ月のずれがある（インドの1月が中国の2月に当る）だけな













































  目に，P耐va－Ph互1guni星の時に，我等のKOnAiT註ngrit註g Kus奇nさig Kδrt1包Yaruq
  T直ngri B6g壮丁註ngrik註n即ちKδ1Bilg註天三E（tngri ilig）が御位に叩きし第二の年に，
  我等，三宝（＝仏教）に対しゆるぎなき確かな純粋な心をもった優婆夷丁包ngrik盆n Tigin
  Si1ig T査rk包n Qun6uy T盆㎎rimと優婆塞KO胴g inan6沙州将軍との我等二人は，経典
  に精通した賢き博士たちから次のように聴いた：『もしある人がクルミの殻ほどの大きさ
                                      か店 L  の寺院（V工Xar）を建てれば，小麦の粒ほどの大きさの仏像を装備（？）すれば，芥子（0r
















































































   文書が，西ウイグル国内の被支配者たる漢人の言語（漢文）で書かれた言語文化史的背景については
   既に述べた，cf・森安1985a，pp，55－56．
 84）遺跡αについては本文に見た通りであるが，マニ教寺院祉としてはさらに重要な遺跡Kについて
   も，血なまぐさい大事件のあったことが，ルコック隊の発掘によって明らかになっている。まず遺
   跡中の東方に位置するBib工io士bek（書庫，図書室）の北側にある扉の前〔Fi9．22の書庫の北側の
   X印地点〕では，血まみれの黄色い法衣（仏僧のもの）を着た成人男性のひからびた死体を発見し
   た，cf．Mルτ，PP．25－26；Le Coq1926（1974），p．47＝Le Coq1928（1985），P・61＝ルコヅク 1962，
   p．66。そして遺跡中の北方に位置する建物の一部からは，赤や黄色の法衣をまとった仏僧を含む
   ミイラ化した死体の山が発見された，cf．M〃，P，24；Le Coq1926（／974），P，48賞Le Coq1928
   （1985）・p・62＝ルコック（木下龍也訳）1962，p・69。以下に木下氏の訳を引用する：「南側の円蓋建
   簗の一つを，私たちが『死体の問』と名づけたが，そこで発見したのは，身の毛のよだつような光
   景であった。建物の外房は壁でふさがれ，円蓋が一部分くずれ落ちた上に新たに円天井を架した床
   面を作り，その上に後世の仏教寺院が建てられていた。壁もごくひくい部分しか残っていなかった
   が，その壁上には，ラマ教時代の，主に悪鬼を描いた仏像壁画が遺っていた。 綿密な調査のうえ
   で，床をこわしてみると，古い円蓋の屋根の残りが見つかった。すると不意に，少なくとも数百人
   にのぼる惨殺死体が乱雑にづみ重ねてあるのにぶつかった。服装から判断すると，仏教徒である。
   上積みの屍体はなんら手がづいていなかった。皮膚，毛髪，ひからびた眼，死因となったひどい傷
   はたいてい手をつけてないので，よくわかった。なかでも頭蓋の一つは，てっぺんから歯に達する
   まで，刀でざっくり割られていた。」ルコヅクはこのような恐るべき大事件の発生を，9世紀中葉の
   有名な「会昌の法難（仏教迫害）」と結び付けているが，その頃には唐朝の威令はトゥルファン地方
   には及ばなくなっていたことを知っている現在の我々にはもはや容認できる考えではない。これに
   対し最近のグリムカイト氏やリュウ氏は，この事件をモンゴル時代にまで下げたり，イスラム化の
   波及と結び付けようとするが（〃ノC，P・24：Lieu，M舳舳m6sm，P・20），これまた単なる思いつき
   にすぎない。出土状況が今一つ明らかでないので確かなことは言えないが，私にはこの死体の山は，
   マニ教徒と仏教徒が主導権を争って激しく対立した10世紀後半の情勢を象徴するように思われてな
   らない。







































             （『宋本冊府元亀』巻976・外臣部・褒異3，中華書局1989年版，p．3887）
            （明本『冊府元亀』巻976・外臣部・褒異3，中華書局1960年版，p・11469）
B11周廣順元（951）年二月，遣使井摩尼貢玉團七十有七，白麗・紹皮・養中尾・薬物等。
                （『旧五代史』巻138・外国伝・回鵠之条，中華書局版，p・1843）
1B2：［廣胴元年二月1辛丑，西川回鵠遣使買方物。（中略）［丁巳1廻鵠遣使買方物。
                （『1日五代史』巻111・周書太祖紀，中華書局版，pp・1468．1469）
1B3：［劇頂元年］二月辛丑，西川回鵠使都督來。（中略）1丁巳1回鵠使摩尼來。







             （『宋本冊府元亀』巻972・外臣都・朝貢5，中華書局1989年版，p・3861）
            （明本『冊府元亀』巻972・外臣部・朝貢5，中華書局ユ960年版，p．11425）
C1：乾徳三（965）年十一月，西川回鵠可汗遣借法淵献佛牙・琉璃器・琉珀謹。
                 （『宋史』巻490・外国伝・高昌国之条，中華書局版，p・14110）
C2：瞳億三年1＋一月，遺像法淵貢佛牙及琉璃器・瑳珀蓋。
                 （『宋会要輯稿』197冊・蕃夷4・回鵠，中華書局版，p・7714）
C3：［乾徳三年十一月］丙子，回鵠遣暦法淵來買方物。
                   （『続資治通鑑長編』巻6・太祖紀，中華書局版，p．159）
C4：腱隆三年（但しこれは乾徳三年の誤り）1＋一月，高昌國遣信法淵，戯蹄支佛牙玉器。
                        （『仏祖統紀』巻43，『大正』巻49，P．395a）
D1薙煕元（984）年四月，西川回鵠與婆羅門信永世・蓮塑外道阿里姻同入貢。
                  （『宋史』巻490・外国伝・回鵠之条，中華書局版，p．14114）
D2 ［太平興国1九（984）年五月，西川回鵠興婆羅門及渡期外道阿里煙朝貢。錫賛有産。舘
於薩賓院。西川進奉使易難具道本國主穣號・服飾・習筒・風俗・城邑・道里，一州霜籔國。
                 （『宋会要輯稿』197冊・蕃夷4・高昌，中華書局版，p・7アユ9）
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D3太平興国元雑の年五月，西川霜籔遣使星襲與婆羅門・塑野外道來貢。
                  （『宋会要輯稿』197冊・蕃夷4・亀葱，中華書局版，p・7720）
D4永世二・阿里煙，太平興国力（984）年與西川回鵠同來。
                  （『宋会要輯稿』197冊・蕃夷4・天竺，中華書局版，p・7758）
D’ 圧延樹自［太平興国］六（981）年五月離京師，七年四月至高昌。所歴以詔賜諸国君長
襲衣・金帯・鱈高。八年春，與其謝恩使凡百除人，復循蕾路面還，薙煕元（984）年四月至
 京師。            （r宋史』巻490・外国伝・高昌国之条，中華書局版，p．14113）
E：賦苧1六（10C3）年六月六日，霜籔國信義修來猷梵來・菩提印葉念珠・舎利。




             （『続資治通鑑長編』巻56・真宗紀，中華書局販，pp．1237．1240．1244）
F2：景徳元年五月，遣使白高進來貢。六月，遣使金延幅來。十一月，度霜籔國石報道爲健，
從其請也。三年五月，以白高進爲懐化司犬。
                  （『宋会要輯稿』197冊・蕃夷4・亀葱，中華書局版，p・7720）
F3：［景徳元年五月］十日，西川轟籔國回言乞白高進來貢。（中略）。［六月］十五日西川回鵠遣
 使金延幅來貢。玉海是年六月高昌貢良玉名馬。
                （『宋会要輯稿』199冊・蕃夷7・歴代朝貢，中華書局版，p．7847）
G 大中群符三（ユ010）年閏二月，國壬可汗遣使李延勝，副使安幅等貢（中略）。信管圓貢琉













                 （『宋会要輯稿』197冊・蕃夷4・亀藪，中華書局版，p7721）
I2：瞳興元年五月1内申，翁裁國信奉嚴自西天以佛骨舎利焚書來献。
                  （『続資治通鑑長編』巻98・真宗紀，中華書局版・p・2281）
I3：［乾興元年］，霜薮國信奉嚴來。進佛骨舎利梵経。賜紫服。
                        （『仏祖統紀』巻44，『大正』巻49，p．406c）
J1：［景茄四（1037）年正月1庚子，賜霜薮國佛径一藏。
                  （『続資治通鑑長編』巻120・仁宗紀，中華書局版，p・2820）
J21自大聖（1023－1032）至景祐四（1037）年，入貢者五，最後賜以佛径一藏。
                  （『宋史』巻490・外国伝・亀盈之条，中華書局版，p・14123）
K1：辞宗煕寧元（1068）年七月二十九日，回鵠國可汗遣使来貢万物，且言乞賞金字大般若経。
 詔特賜墨字犬般若経一部。    （r宋会要輯稿』197冊・蕃夷4・回鵠，中華書局版，P，7718）
K2：煕寧元年，入貢，求買金字犬般若経，以墨本賜之。































































































































































  1964，P．517ではメイナール／クルテイユ版のみに依りながらI1iq kh肋と読み替えるが，その







  れた国書には，ミノルスキーによれば，“I1ig Yughu正一khan”とある，of・Min0工昌ky，Mαm伽吾，p，
  20。このウイグル（Yughur）は，ミノルスキーの断定のような甘州ウイグルではなく，安部氏や代
  田氏のように西ウイグルとみるべきである，cf．Minorsky，M舳肋，P・78；安部1955，PP・466－








































 体的に“Qui devait鮒e，d・ap正さs Ie synchエ㎝isme du F伽4“，1e deuxiさme ou1e tエ。isiさme

































  として仕える者」と訳す。cf・C・I・Beckwith・“AsPects of the Ea工1y Histo正y Of the Cent「aI























































































   In Samarqand stands士he monastery of the Manichaeans who are ca11ed m塘〃一





   A11Chinese are of one faith which is the faith of M互ni，con七rary七〇the Qitay
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始祖説話があって，東西の文献に伝えられている124）。
  ①モンゴリアのセレンガ・トラ両河の合流する地点にあった1本の樹に天光が注ぎ，その
   樹に痩（ふしこぶ＝buアuq／boquq）が生じ，それが妊婦のお腹のように成長し（または，
   隣接して立っていた2本の樹の問に生じた小さな塚に天光が当って成長し），臨月にな
   ると5人の赤子が生まれた。
  ②そのうちの5番目の子を人々はブクと名付けて養育した。これが成人してウイグルの君
   主となり，ブクーハソと呼ばれた。彼は東西に遠征して領土を広めた。
  ③その後，ブクーハンの子孫の時代に大事件が起こり，ウイグルはモンゴリアから東部天

































































   本九姓部落，一目薬羅葛，自P可汗之姓，二日朗咄葛，三日咄羅勿，四日額歌意詑，五日
  阿勿噛，六日蔦薩，七日斜聡素，八日葉勿葛，九日桑耶勿。毎一都落一都督。
                      （『旧唐書』巻195・廻続伝，中華書局版，P，5198）








                            ヤグラカル構成するいくつもの氏族の中の最有力氏族（ウイグルの場合は薬羅葛氏）から選ばれていたの
である。このような国家構造が西遷後も基本的には継承されたことは，亀籔ウイグル即ち西ウ
イグルについて，
   霜籔，回鵠之別種也。其国主自構師子王，戴賓装冠，著黄色衣。與宰相九人同理國事。
  毎出，其宰相著犬食國錦練之衣，騎馬前引，常以晋榮相騒。其妃名阿噺迷。著紅羅縷金之
                          パサ’ル  衣，多用珠賓，嚴飾其身。毎年一度，出宮遊看。國城有市井，而無銭貨，世一以花蘂布，牙
  換博責。（中略）。或構西川回鵠，或稽西川霜薮，又構鶉葱回鵠，其實一也。
                  （『宋会要輯稿』197冊・蕃夷4・亀葱，中華書局版，p．7720）
                                        ハザール   霜籔，本因鶴別種。其国主自構師子王，衣黄衣，賓冠，與宰相九人同治國事。國城有市井，
  而無銭貨，以花蕊布博易。（中略）。或穂西川回鵠，或構西川霜蕊，又構翁数回鵠。
                  （『宋史』巻490・外国伝・亀蕊之条，中華書局版，p・14123）
と言われ，他方，甘州ウイグルについても，
   工大中群符］八（1015）年九月，礼賓院言睾語官郭敏自甘州回，以可汗上表來上。（中略）。至
  是表文日，忠I瞑保徳甘州回鵠外生可汗王，臣夜落続。言，「臣在州興九宰相諸部落下佳，
  興西涼府人蘇守僧門殺。見合人戸不安。（下略）」。
                  （『宋会要輯稿』197冊・蕃夷4・回鵠，中華書局版，p．7716）
   ［犬中群符九（1016）年］十二月，甘州回鵠夜落陽騎化及賓物公主宰相索温守貴等遣使都督
  雀幅等來貢馬及玉・香藥。賜衣冠器幣縄銭有産。夜落陽鯨化表示，r父夜落綻今年三月輪。
  謝九宰相諸部落首領奉臣爲廻続王子勾當。（下略）」。
                  （『宋会要輯稿』197冊・蕃夷4・回鵠，中華書局版，p．7717）
と言われていることより明らかである。さらに，ここに引用した『宋会要韓稿』の亀籔ウィグ
ルの記述と，西方史料たるどの「民衆はその王を1年に1日だけ見る。云々」の記事が極めて
          第5節イスラム史料の伝える西ウイグルのマニ教        171

















 Of his adheエen七s，some remnants that are consideエed as Manich鴉an aエe s七i11
ex±ant：they aエe scat七ered throughout the wor1d and do n〇七1ive toge七her in a．ny
particu1aエp1ace of Muhammadan coun士ries，except七he community in Samarkand，
known by the name of∫δ物刎、Asエegards non－Muhammadan countries，we have
to state七hat most of the eastern Turks，of t11e peop1e of China and Thibet and

























   ka1gin1包y廿aqtimiz    洪水が押し寄せる如く我等は流れ込みたり
   k註nd胤Oz包さiq上玉miz   彼等の町々へ我等は進出（侵略）せり
   fu工Xan註Vin yiqtimiZ   仏の館（仏教寺院）を我等は破壊せり
   bu工xan O・包si6t玉miz   仏像の上に我等は糞かけたり
Desoエibing their raid on the Uighuエ：“We came down oIl them肱e a且。od；we
went out among theiτcities；we tore down the ido1－temp1es；we shat on七he
ido1s’heads．” It is customary for the Muslims when七hey captuエe a country of


































































































































































 ヘニングのようにTWY－RT（γdrawled to m the1ine，i a七its end；minute traces of




























































 シャヴァソヌ／ペリオは“Cestroisjoursauxque1s on ajoute1es deux nuits sont1es
 signes qu’i1y a abso1ument deux mondes，tan七pour1es mai七resエe1igieux que pour
 1essimp1esd6vOts・”と訳し，シュミット・グリンツァーは“DiesedreiTagesam七den
 1⊃eiden N註。h七en sind肺工die Leh工efp工ieste工wie肺工die ein｛achen Anh直nger Zeichen
 da肺r，daB es doエt zwei ganz eigene WeIten gibt、”とする。つまり「師僧」がマニ僧を
 指すのに対し，「行者」は聴衆（一般信徒）を指すとみなすわけである。これに対してフ才ノレ
 テ氏は『宋会要輯稿』165冊，巻21778，19a（中華書局1957年版，P．6534）に














 原稿をいただいた：W．Sundeエmann，“I正anian Manichaean Turfan Texts concemi㎎
 士he Tu工fan RegiOn”・その中で氏は未発表のソグド語俗文書断片（T II D581500トユ3881
 ／2）に言及し，その文書のタイトルを試みに
    （tγ）工七］（y）nyz一七y z－yny pw（sty・）





























続柄 可 汗 号 瓢蓼簿在位年代
 薬羅葛                k6－bi19a qaγan（§・’U） 氏          關砒伽可汗（K．凪）懐 仁骨力斐羅744－747
皿  子 t乱n9「id乱bO1mi§i1 itmi§     bi19互qaγan（ぎ一U・）英武威遠磨延暖747＿75g
    〔登里〕躍没蜜施額騒徳蜜施     砒伽 可汗 （K．B、）    葛勒可汗
皿1 子 t註n9「id註qut bu1mi§il tu亡mi§a1P k舳9bi19註qaγan    英義建功移地健75g＿77g
     登里躍泊没蜜施韻咄登蜜地合倶録砒伽可汗 （K・B・）    牟羽可汗
 従父兄M  （通鑑）
    t邑ng1＝id註bo1mi§V  子     登里躍没蜜施
V1 子
alP qut1uγbi19a qaγan@   武義成功頓莫賀達77g＿78g
台骨咄禄砒伽可汗 （各史書）長壽天親子
 k廿脆gbilg註qaγan 忠貞多奨斯789＿790  倶録 砒伽 可汗 （K・B・）     判官アギソ
 qu土1uγbiIg邑qaγan             奉誠阿暖790－795泊咄禄砒伽〔可汗〕（K・B・）
W跡隊氏協ng「id註舳gbu1mI§a1pq皿t1uγuluγbi1g邑qaγan懐
     登里躍羽縁没蜜施 合 氾咄禄胡禄砒伽 可汗 （K・B・）
、皿？ay悦ng工id註q“tbu㎞鵜a1pbilg註qaγanﾛ     愛登里躍泪没蜜施  合砒伽可汗（K－B・）
X ？kOn腕・「id昼舳9b皿1mI§（aIp）k衙舳gbi1g邑・aγan  忠
     君登里羅羽縁没密施（合）句士録砒伽可汗（各史書）ホ







    ay t重ngfid奇qut bulmiミ   a1p kO胴g bug盆qaγan苅 従子愛 登里躍 氾没密施  合 旬録砒伽可汗 （各史書）彰  信胡テギン832－839
双 P   ？          ／露駁チギソ839＿840          ～                        （〃堀）
備考 ① ～ は不明。 ／は該当事項なし。








































 6．？＿1017？＿1019＿1020＿1031？＿？：kiin ay悦Iigri雌 qI1t blllmi昌11111r q11t omanmi曼




















 ーシュガリーの辞書に，“The Kh肋。f the Uighur was called：k棚bi1g直職皿meaning
185
‘His inte11igence is1ike a1ake’・”（CTD，P・・t1，p・324）とあるのもその傍証になろう・cf・
p．ユ95，Aga。ハミルトン氏はM0「Hより後の1988年に出版した0万CD新版のAvertisse－
ment，p・viiiでもdとeを同一視する見方を繰り返レている。














































































   Q’MLLr
，， qamllγ
   qamθ1bγ
，  伊吾の人
TYR，K  K，NC
士ir註k     k乞n6
tir査k   k邑n6
ティレヅク（職）のケソチ
 TyR，K  C，C，KY
 tir註k     6身6包ki
 tir査k     6査6盆ki
ティレヅグ（職）のチ主チェキ
S，NKWN  ，RLYK
S註ngOn     a1ig（～）
sa．ngun     盆r1ik


































































































   T，RYN
，， ta正in











tarqan     ［q］ulani
達干の    クラニ
   ’YNCW
   in6む














   ，YNCW  ，／／〃／
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t・・・・・・…    it6ur      ，，
T／／／／／   i卜6or
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ヤン   イテル
8．
朱
”LTエWNl S，NKWN  ／／／r
a1王・・・…    S註ngむn     ・・“重
altun  Sa㎎un  ／〃r







  七〇nga  ，WN，NY










棊≡ b奇gsig    o◎
  b盆gsig   8
  ペクシグ    ，
u．TwNcwR  8
員巨  tun6ur      ◎〇
  七un4or  8
















YK，N   ◎
ykan  ◎
yig註n  ◎
イゲソ   ，
8  YRwxcwR  ◎
◎◎   y「uγCu1＝      0
8   ya】＝uq白6or     ◎





12．／／／  8  YC）／／wNK
黒      ◎o  y・・・・・・…ung
  〃／  8  Y（y／wNK
13．Q’Mr Q’ PW
黒qamγqa bu
  qam9γ一qa  bu
  全ての者 に  この
”／／／／  P，RS
     bars
”／／／ノ   bars
















黒  bolzun      qop
  bo1zun      qoP

















  守 ら れ
KWYZ’DW  TWTlM，QL，RY1 PWLZWN：
kδza砒    tutエmaqlari（亨）l  bolzun
kδz註砒     七u七エmaqla司    bo1zun


















































































ュガリーはk査n歯kを“A tribe of七he T岨ks”と伝える一方で，“Kashga工has vi11ages





























































































































































A17b・Q（’RYLT）：不明語。Q一以下は右半（下半）が欠けているため，Q’R Y L r






































































テ キ ス  ト
1．YM’NWM XWTY TNKRY MYNKWSY YRWQ”Y TNKRY’RKYN SβYKYN
 yim乱 nom quti  悦ng正i  mingOsi yamq ay t昼ngri 至rkin  s盆vigin
  さて V乱h㎜乱n 神の 乗り物，輝ける月神の威力と愛とを
2．TWYK’TYKLYMNXWMY－DRW§N TNKRY，WRN’XY・S’NSZTWYM’NTWYRLWK
   tせk註tig1i   血anohmed エ6§n    士註ngエi  oエnaγi  sansθz  t廿m邑n   t6r岨g
   完成させる者、 r輝ける 智恵」 の 神 の 御座所，無数に 多くの  種類の
3．’WYZ－WTL，RYK YRWQ TNKRY YYRYNK’YYRCY YWLCY・M’NY PWRX’N
    6z雌1射ig  yaru白 悦ngri  yiring包 yir6i yo16i・ mani bu工xan
    霊魂 を  輝ける  天   国へ  導く者（導師） ， マニ  仏なる
4．YWLX’Q’WYZ－Y・PYZ－YNT’K Y’β’Z XWLWTL’R－NYNK’WYKY Q’NKy TNKRY
  y皿1γaq    δzi ・ bizint註g  yavθz   qu1ut1a］＝一ning    6gi  qa・ngi t乞ng工i
  救済者  それ白身， 我等の如き  劣等なる   しもべ達 の    母   父 ，神聖なる
5．MR XRWX§YDZ一’D’MX’YST’K QWTYNK’
 mar xwa正x§ed z証dag maxistak qutinga
 御主人様 Xw肌工畠邑d Z亘dag マヒスタク  殿 へ
                ＜この問は切断されている＞
6．                 YM（’）／／／〃／／／／／／ノ／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／
                yim（註）・…・・・・・……・………・・…・・…………・…
7．         ’Y／／〃／／／〃／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／
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8． K／〃／／／／／〃／／／〃／〃／／／／／／／／／／／／／／／〃／／／
9．’YR’Q YYRD’N TNKRYL’R T／ノ／／〃〃〃／／／〃〃／／／ノノ／／／／／／ノ／〃〃〃〃
ira含 yilld奇n   七註ngri1註r
遠くの地より   マニ僧たち
〈以 下 欠＞













“［mom］was brought into Turkish by the Manichaean missionaries”（Ciauson1975，p．46）























































エ11ユYou we wi11praise，Lord Mani，（and you）Jesus，Maiden（0f Light）and vahman
and亡he beautifu1Bεmαand the apostles・ ［121To you，Lord，I ca11，answer me・
Lord；Mar Mani，Loエd，forgive my sins，Lord． 【13】Buddha Mait正eya has come，
Mar Mani，the apostle：he bエ。ught（our）victory fro血the righteous God（i．e。，七he
Father of Grea七ness）．To yo皿，God，I pay homage，forgive my sins，save my sou1，
1ead it up to the new paradise．
 3c．mani b11r珊皿：付録2の語註B19a参照。
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